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女性 
62％ 
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全体 

男性 

女性 

【企業活動のレポートの入手目的】
1.購入を予定している製品・サービスの提供者について知るため

2.投資（株式・投資信託など）の際の判断材料

4.就職・アルバイトなどの際の判断材料

5.企業それ自体に関心があるから

6.家族・友人の会社だから

7.家族・友人の会社と関係の深い会社（取引先など）だから

8.その他

20歳代
以下男性 新聞 74.1

％
企業の

ホームページ
48.1
％ テレビ 37.0

％

第1位 第2位 第3位

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90％

78.7％
70.5％

83.6％
36.2％

51.7％
26.9％

31.6％
26.9％
34.4％

13.2％
5.4％
17.9％

60.1％
69.1％

54.7％

9.5％
7.5％
10.7％

9.2％
10.4％
8.4％

10.3％
13.5％

8.4％

20歳代
以下女性 新聞 70.2

％ テレビ 58.8
％ 一般雑誌 35.9

％
30歳代
男性 新聞 76.7

％
企業の

ホームページ
50.3
％ 一般雑誌 33.3

％
30歳代
女性 新聞 82.5

％ テレビ 55.1
％ 一般雑誌 34.4

％
40歳代
男性 新聞 75.0

％
企業の

ホームページ
51.6
％ 一般雑誌 34.0

％
40歳代
女性 新聞 86.8

％ テレビ 53.9
％ 一般雑誌 34.8

％
50歳代
男性 新聞 81.4

％
企業の

ホームページ
43.5
％

市販の経済誌・
株式情報誌

33.2
％

50歳代
女性 新聞 87.6

％ テレビ 48.0
％ 一般雑誌 32.2

％
60歳代
以上男性 新聞 86.9

％
市販の経済誌・
株式情報誌

40.7
％ テレビ 33.7

％
60歳代
以上女性 新聞 86.8

％ テレビ 51.8
％ 一般雑誌 35.0

％

主
に
ど
こ
か
ら
企
業
活
動
の
レ
ポ
ー
ト
を
得
て
い
る
の
か
を

聞
い
た
。

第
1
位
は
「
新
聞
」
で
83
・
7
％
。
以
下
「
テ
レ
ビ
」

（
45
・
1
％
）
、
「
一
般
雑
誌
（
月
刊
誌
・
週
刊
誌
な
ど
）
」

（
33
・
3
％
）、「
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（
27
・
6
％
）、「
市

販
の
経
済
誌
・
株
式
情
報
誌
」（
21
・
6
％
）
と
続
い
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
「
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」と

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
各
種
情
報
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
」

を
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
利
用
率
は
43
・
3
％
と
高
く
、
テ
レ
ビ
に
次

ぐ
高
さ
だ
っ
た
。
ま
た
20
歳
代
以
下
・
30
歳
代
・
40
歳
代
の
男
性
で

は
、
約
5
割
が
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
情
報
源
と
し
て
利
用
し
て

い
た
。

1.新聞
2.テレビ

3.一般雑誌（月刊誌・週刊誌など）
4.市販の経済誌・株式情報誌

5.証券会社等のアナリストのレポート
6.株主に送付される営業報告書

7.企業のホームページ
8.インターネットの各種情報ページやメールマガジンなど

9.会社案内・パンフレット
10.企業への直接問い合わせ

11.経済団体や業界団体の作成した資料・パンフレットなど
12.企業が行う見学会・説明会

13.家族・知人・友人からの情報
14.その他

【企業活動のレポートの入手源】

【性別・世代別比較】

0 20 40 60 80 100％

83.7％

45.1％

33.3％

21.6％

5.6％

13.4％

27.6％

15.7％

13.4％

3.2％

9.3％

5.0％

10.4％

1.4％

3.企業が主催するイベントやプログラムなどを
利用する際の情報として

（複数回答）

（複数回答）

（複数回答）

企
業
活
動
の
レ
ポ
ー
ト
の
入
手
源

│
新
聞
の
利
用
が
ト
ッ
プ
で
83
・
7
％
│

3

企
業
が
レ
ポ
ー
ト
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
の
中
で
、
関
心
の
高
い
情
報
に
つ

い
て
聞
い
た
。

ト
ッ
プ
3
は
「
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に

2

企
業
活
動
の
レ
ポ
ー
ト
で

関
心
の
高
い
情
報

│
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
が
第
1
位
│

1【企業活動のレポートで関心の高い情報】

1.企業の理念・ビジョンに関する情報

2.社長を始めとする経営者の発言や行動に関する情報

3.企業の経営戦略や事業展開に関する情報

4.財務内容に関する情報

5.連結対象子会社など企業グループ全体に関する情報

7.製品・サービスに関する情報（広告・宣伝を含む）

8.技術開発に関する情報

9.従業員の待遇（給与・休暇など）や福祉に関する情報

10.女性・障害者・外国人の雇用や待遇に関する情報

11.消費者の保護・啓発活動に関する情報

12.環境保全活動に関する情報

13.企業の社会的責任に関する方針・行動指針に関する情報

15.不良品や不祥事などに関する情報

6.支店・店舗・工場に関する情報
（支店の所在地、店舗での取り扱い品目、工場で製造している物の情報など）

14.メセナ（スポーツ・文化・芸術支援）、
フィランソロピー（社会貢献）活動に関する情報

0 10 20 30 40 50 60％

21.5％

16.4％

33.3％

20.6％

6.2％

7.6％
56.3％

20.9％

9.0％

7.0％

20.4％

21.8％

18.5％

10.7％

26.6％

男
性

女
性

企業の経営
戦略や事業
展開

製品・
サービス

50.2
％

65.3
％

第1位

製品・
サービス

不良品や
不祥事

41.4
％

32.3
％

第2位

財務内容

環境保全活動

32.8
％

25.3
％

第3位

企業の理念
・ビジョン

消費者の保護
・啓発活動

27.1
％

24.1
％

第4位

技術開発

企業の経営
戦略や事業
展開

24.1
％

23.1
％

第5位

関
す
る
情
報
」（
56
・
3
％
）、「
企
業
の

経
営
戦
略
や
事
業
展
開
に
関
す
る
情
報
」

（
33
・
3
％
）、「
不
良
品
や
不
祥
事
な
ど

に
関
す
る
情
報
」（
26
・
6
％
）
だ
っ
た
。

性
別
で
見
る
と
男
性
は
「
財
務
情
報
」

（
32
・
8
％
）「
企
業
の
理
念
・
ビ
ジ
ョ

ン
」（
27
・
1
％
）
な
ど
経
営
情
報
へ
の

関
心
が
高
く
、
女
性
は
「
環
境
保
全
活

動
」
（
25
・
3
％
）
や
「
消
費
者
の
保

護
・
啓
発
活
動
」（
24
・
1
％
）
な
ど
が

高
か
っ
た
。

企
業
活
動
の
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、

そ
の
入
手
目
的
を
聞
い
た
。

入
手
目
的
の
第
1
位
は
「
購
入
を
予

定
し
て
い
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

者
に
つ
い
て
知
る
た
め
」
で
、
78
・

7
％
を
占
め
た
。
第
2
位
は
「
企
業
そ

れ
自
体
に
興
味
が
あ
る
か
ら
」
で
60
・

1
％
で
あ
っ
た
。

男
性
の
入
手
目
的
で
高
か
っ
た
の
は

「
投
資
の
際
の
判
断
材
料
」。
全
体
で
は

36
・
2
％
だ
が
、
男
性
だ
け
で
見
る
と

51
・
7
％
と
、
15
・
5
ポ
イ
ン
ト
も
上

回
っ
て
い
た
。
ま
た
、
男
性
の
年
齢
が

上
が
る
ご
と
に
、
そ
の
割
合
が
増
え
、

60
歳
代
以
上
で
は
60
・
9
％
に
も
上
っ

た
。20

歳
代
以
下
・
30
歳
代
の
女
性
の
入

手
目
的
で
多
か
っ
た
の
は
「
就
職
・
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
の
際
の
判
断
材
料
」
で

あ
っ
た
。
20
歳
代
以
下
の
女
性
で
38
・

2
％
、
30
歳
代
の
女
性
で
22
・
1
％
と

高
い
割
合
と
な
っ
た
。

「
不
良
品
や
不
祥
事
な
ど
に
関
す
る
情

報
」
に
つ
い
て
は
男
性
の
関
心
が
第
8

位
だ
っ
た
の
に
対
し
、
女
性
は
第
2
位
。

昨
今
の
牛
肉
偽
装
問
題
な
ど
が
影
響
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（複数回答）

（複数回答）

企
業
活
動
の
レ
ポ
ー
ト
の

入
手
目
的

│
男
性
と
女
性
で
入
手
目
的
に
差
│

2



自
社
の
活
動
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
「
社
会
報
告
書
」

（
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
・
レ
ポ
ー

ト
）
が
ど
れ
だ
け
知
ら
れ
て
い
る
か
を

を
聞
い
た
（
こ
こ
で
言
う
「
社
会
報
告

書
」
と
は
、「
経
済
的
活
動
」「
社
会
的

活
動
」「
環
境
保
全
に
関
す
る
活
動
」
な

ど
企
業
活
動
全
般
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
）。

「
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
た

の
は
全
体
の
21
・
7
％
で
あ
っ
た
。
男

女
比
で
は
男
性
27
・
8
％
、
女
性
18
・

1
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
」
割
合
は
、
40
歳
代
が
18
・

4
％
、
50
歳
代
26
・
8
％
、
60
歳
代
以

上
29
・
9
％
と
年
代
が
上
が
る
ご
と
に
、

そ
の
認
知
度
も
上
が
っ
た
。

社
会
報
告
書
の
認
知
度

│
全
体
の
2
割
が
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
│

7

5

企
業
が
作
成
し
て
い
る
刊
行
物
で
、

今
ま
で
に
ど
れ
を
見
た
こ
と
が
あ
る
か

を
聞
い
た
。

第
1
位
は
「
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
情
報
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
カ
タ
ロ

グ
な
ど
）」
で
89
・
2
％
。
次
い
で
「
会

社
案
内
」（
74
・
8
％
）、「
株
主
に
送
付

さ
れ
る
営
業
報
告
書
」（
60
・
0
％
）
で

あ
っ
た
。

各
業
界
・
企
業
で
環
境
活
動
へ
積
極

的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
消
費
者
サ

イ
ド
も
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
し

か
し
、「
環
境
報
告
書
」
を
見
た
こ
と
が

あ
る
と
の
回
答
は
、
全
体
の
25
・
7
％

に
と
ど
ま
っ
た
。
特
に
20
歳
代
以
下
で

は
18
・
4
％
と
割
合
は
低
か
っ
た
。

～「自由記述」から～
「いろいろな角度から、企業の活動を
社会に向けて情報発信する」ことは、
良いことだと思うが、不良品の発生
や不祥事などが起こった際に、正
確・迅速に情報開示して、社会への
信頼にこたえることが、もっと大切
だと思う。

◆
望む時に望む情報が入手できるよう、
開かれた企業体質であることを望む。

◆
「社会報告書」を発行した場合、株主
だけでなく、誰でも自由に見ること
が可能になってほしいので、自社製
品を置く店には、何部か置いてもら
うようになればいいと思う。今、不
当表示や、メーカーが引き起こすト
ラブルが多く、商品そのものの情報
も必要だが、それをつくるメーカー
の姿勢を消費者は知りたいと思って
いる。

◆
webや各種レポートを見ていると、消
費者や社外の人が見たい情報ではな
く、企業が見せたい情報のレポート
が多いと思われる。情報を入手・利
用するユーザー・消費者の観点から、
公開する情報・データを考えて欲し
い。S u p p l i e r サイドでは無く、
Demandサイドからの情報作成を希望
する。

◆
情報を発信するにあたっては、消費
者が本当に知りたい情報（製品・サ
ービスのデメリット、女性・障害者
の雇用、昇進、動物実験の有無とそ
の考え方、高齢者・障害者にやさし
い製品、サービスへの姿勢等々）を、
総合的に提示してもらいたい。

◆
これまでの企業はプラス要因は過大
に、マイナス要因は過小（又はゼロ）
にレポートする傾向があった。最近
は立派な企業理念などをかかげ、ウ
ラで不法なこと（牛肉入替、古い食
品、粉飾決算などなど...）が横行して
いるので、正しくプラス要因、マイ
ナス要因を平等に報告するものでな
ければ、これまでと変わらず、意味
もない。

◆
情報発信はとても良いことだと思う。
地方の工場や、支店、研究所などが、
自分たちの作った商品についてのレ
ポートを出しているものを読むと、
結構身の回りに多くあったりして、
頑張ってるなと思う。顔が見えると、
企業が身近に感じられる。

案内 

の他 

告書 

ど） 

告書 

貢献 
書） 

0 20 40 60 80 100％ 

74.8％ 

60.0％ 

25.7％ 

37.6％ 

6.0％ 

89.2％ 

【今までに見たことがある企業の刊行物】

1.会社案内

2.株主に送付される営業報告書

3.環境報告書

6.その他

4.社会文化活動に関する報告書
（メセナ・社会福祉・地域貢献などの活動報告書）

5.製品やサービスに関する情報
（パンフレット・カタログなど）

74.1％ 
75.8％ 

74.6％ 

51.0％ 
72.7％ 

85.4％ 

90.6％ 88.3％ 

27.8％ 

18.4％ 
24.0％ 

28.7％ 
31.0％ 
36.0％ 
39.9％ 

2.5％ 
6.4％ 
5.9％ 

20歳代以下 

30歳代・40歳代 

50歳代・60歳代以上 

0 20 40 60 80 100％ 

内 

書 

他 

な 
） 

書 

） 

【性別・世代別比較】

1.会社案内

2.株主に送付される営業報告書

3.環境報告書

6.その他

4.社会文化活動に関する報告書
（メセナ・社会福祉・地域貢献などの活動報告書）
5.製品やサービスに関する情報
（パンフレット・カタログなど）

（複数回答）

（複数回答）

今
ま
で
に
見
た
こ
と
が

あ
る
刊
行
物

│
環
境
報
告
書
は

25
・
7
％
で
第
5
位
│

6

4

企
業
の
活
動
に
関
し
て
入
手
し
た
情
報

の
満
足
度
に
つ
い
て
聞
い
た
。

44
・
8
％
が「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

と
回
答
。
満
足
し
て
い
る
層
（
非
常
に
満

足
し
て
い
る
＋
あ
る
程
度
満
足
し
て
い

る
）
は
31
・
7
％
、
不
満
足
を
感
じ
て
い

る
層
（
や
や
不
満
で
あ
る
＋
非
常
に
不
満

で
あ
る
）は
23
・
5
％
で
あ
っ
た
。

年
齢
・
性
別
で
比
較
す
る
と
、
入
手
し

た
情
報
に
満
足
を
高
く
感
じ
て
い
る
の
は

20
歳
代
以
下
の
女
性
が
43
・
5
％
で
、
ト

ッ
プ
で
あ
っ
た
。
逆
に
不
満
足
を
感
じ
て

い
る
の
は
、
50
歳
代
男
性
（
29
・
3
％
）、

60
歳
代
以
上
男
性
（
28
・
9
％
）、
50
歳

代
女
性
（
28
・
7
％
）
と
な
っ
た
。

企
業
活
動
の
レ
ポ
ー
ト
に
満
足
し
て

い
な
い
理
由
を
聞
い
た
。

「
情
報
の
量
が
少
な
す
ぎ
る
」
が
56
・

7
％
で
第
1
位
。
こ
れ
は
全
世
代
で
5

割
を
超
え
て
の
第
1
位
で
あ
っ
た
。

情
報
の
入
手
に
関
し
て
も
満
足
し
て

い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。「
入
手
方
法

非常に満足している
0.3％

【入手した情報の満足度】

非常に不満である
2.9％

やや不満である
20.6％

どちらともいえない
44.8％

ある程度満足している
31.4％

29.6%
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43.5%

30.8%
27.3%

37.9%
25.2%

35.2%
27.2%

38.5%
35.7%

20歳代
以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代
以上

（満足度：非常に満足している+ある程度満足している）

男性
女性

18.5％

0 10 20 30 40 50％

9.9％

20.7％
18.9％

22.2％
22.0％

29.3％
28.7％

28.9％
21.8％

20歳代
以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代
以上

（不満足度：やや不満である+非常に不満である）

男性
女性

0 10 20 30 40 50 60％

【企業活動のレポートに満足していない理由】
1.コストが高い

2.入手が困難

3.入手方法が分かりづらい

4.情報の内容が難しすぎる

5.情報の内容が易しすぎる

6.情報の量が多すぎる

7.情報の量が少なすぎる

8.情報の更新が遅い

9.その他

3.0％

28.4％

30.6％

16.9％

4.2％

5.7％ 56.7％

21.3％

13.3％

が
分
か
り
づ
ら
い
」
が
30
・
6
％
で
第

2
位
、「
入
手
が
困
難
」
が
28
・
4
％
で

第
3
位
で
あ
り
、
合
計
す
る
と
59
％
と
、

約
6
割
近
く
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
他
に
自
由
記
述
の
意
見
を
聞
い

た
が
、「
企
業
側
の
自
己
満
足
的
レ
ポ
ー

ト
が
多
く
、
消
費
者
側
は
消
化
不
良
気

味
」、「
隠
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で

は
と
い
う
不
信
感
が
ど
う
し
て
も
つ
き

ま
と
う
」
と
い
っ
た
意
見
が
多
く
見
ら

れ
た
。

【満足度の性別・世代別比較】

【不満足度の性別・世代別比較】

（複数回答）

入
手
し
た
情
報
の
満
足
度

│
満
足
し
て
い
る
割
合
は

全
体
の
3
割
│

4

企
業
活
動
の
レ
ポ
ー
ト
に

満
足
し
て
い
な
い
理
由

│
「
情
報
の
量
が
少
な
す
ぎ
る
」
が
第
1
位
│

5



7

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

「
社
会
的
信
頼
の
獲
得
―

求
め
ら
れ
る
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
」

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
編
集
長

藤
原
　
昭
広
氏

―
今
回
、「
企
業
活
動
の
レ
ポ
ー
ト
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。

藤
原

回
答
全
体
の
傾
向
と
し
て
生
活
者

は
、
企
業
が
発
信
す
る
レ
ポ
ー
ト
に
あ
ま

り
満
足
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
ね
。
こ
の

結
果
は
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
企
業

活
動
の
レ
ポ
ー
ト
は
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い

ま
す
。

決
定
的
に
欠
け
て
い
る
点
が
2
つ
あ
り

ま
す
。
一
つ
は
消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た

情
報
で
な
い
と
い
う
点
。
も
う
1
つ
は
I

R
（
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
）、
す
な
わ
ち
株
主
の
立
場
に
立
っ
た

視
点
で
な
い
と
い
う
点
で
す
。

I
R
情
報
と
し
て
、
財
務
諸
表
や
決
算

報
告
書
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲
載

す
る
企
業
が
多
く
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

こ
れ
ら
の
I
R
情
報
は
読
み
込
ま
な
け
れ

ば
理
解
が
で
き
な
い
情
報
で
も
あ
り
ま

す
。
い
わ
ば
我
々
の
よ
う
な
、「
プ
ロ
」

を
対
象
に
し
た
情
報
で
す
。

株
主
と
い
っ
て
も
、
機
関
投
資
家
や
株

式
市
場
を
熟
知
し
て
い
る
人
ば
か
り
で
な

く
、
い
わ
ゆ
る
一
般
の
消
費
者
が
株
主
で

あ
る
こ
と
も
多
分
に
あ
り
ま
す
。

7月に実施したアンケートは「企業活動のレポート」

をテーマとした。アンケートでは、企業活動のレ

ポートに満足している回答は全体の約3割しかな

かった。企業の情報発信に欠けているものは何か。

企業情報の専門家ともいえる『プレジデント』の

藤原昭広編集長に、話を聞いた。
（聞き手：経済広報センター国内広報部部長代理佐桑　徹）

消
費
者
を
向
い
た

情
報
発
信
を

ふじわら　あきひろ

1958年10月、岐阜県恵那市生まれ。
1983年3月、早稲田大学第一文学部卒業。
同年4月株式会社プレジデント社入社、販売本部配属。
その後、プレジデント編集部副編集長を経て、1995年4月広告部長。
1999年10月、編集長に就任。
現在、取締役雑誌編集本部長兼務。編集長業務の傍ら、NHK、
TBS等のテレビコメンテーターも勤める。講演も多数。

P  R  O  F  I  L  E

社
会
報
告
書
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
の
企
業
の
情
報
発
信
を
、

ど
う
み
て
い
る
か
を
聞
い
た
。

84
・
6
％
が
期
待
す
る
と
回
答
（
大

い
に
期
待
す
る
＋
期
待
す
る
）。
ほ
ぼ
全

世
代
で
8
割
以
上
が
期
待
す
る
と
回
答

す
る
な
ど
、
企
業
の
情
報
発
信
に
対
す

る
関
心
と
期
待
の
高
さ
が
鮮
明
と
な
っ

た
。

企
業
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

│
8
割
以
上
が
期
待
す
る
│

8

6

ア
ン
ケ
ー
ト
の
最
後
に
企
業
活
動
の

レ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
自
由
意
見
を
書
い

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
1
7
9
5
件
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
様
々
な
視
点
・

観
点
か
ら
企
業
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

ご
意
見
を
頂
戴
し
た
が
、
多
く
が
「
正

確
な
情
報
発
信
」
を
望
ん
で
い
た
。
ま

た
「
企
業
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
な
情
報
」

に
つ
い
て
も
、
正
直
に
報
告
を
し
て
欲

し
い
と
い
う
意
見
が
か
な
り
多
く
見
受

け
ら
れ
た
。

（
文
責
　
専
門
研
究
員
　
山
田
　
俊
彦
）

【社会報告書の認知度】

無回答
0.2％

聞いたことが
ある
21.7％

聞いたことがない
78.1％

聞いたことがある 聞いたことがない 無回答 

男性 

女性 

20歳代以下 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代以上 

0 20 40 60 80 100％ 

0.1％ 

0.3％ 

0.1％ 

0.1％ 

0.2％ 

0.5％ 

27.8％ 72.2％ 

81.7％ 

84.2％ 

86.2％ 

81.5％ 

73.1％ 

69.6％ 

18.1％ 

15.8％ 

13.7％ 

18.4％ 

26.8％ 

29.9％ 

【性別・世代別比較】

【企業の情報発信への期待】

【性別・世代別比較】

大いに期待する 
31.2％ 

期待する 
53.4％ 

無回答 
0.3％ 

期待しない 
0.7％ 

あまり期待しない 
5.6％ 

どちら　 
でもない 
8.8％ 

1.3％ 10.1％ 3.2％ 

0.5％ 

0.9％ 6.1％ 

5.4％ 9.4％ 

7.8％ 

0.2％ 9.5％ 57.4％ 

54.6％ 

55.7％ 

56.1％ 

49.0％ 

52.2％ 35.5％ 

26.7％ 

25.2％ 

29.7％ 

28.3％ 

36.1％ 

38.8％ 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％ 

48.1％ 

0.4％ 5.8％ 

0.9％ 6.4％ 5.0％ 

1.1％ 6.5％ 0.2％ 5.3％ 

0.4％ 6.9％ 

0.4％ 

0.1％ 

0.4％ 12.5％ 

大いに期待する 期待する どちらでもない 

あまり期待しない 期待しない 無回答 

男性 

女性 

60歳代以上 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

20歳代以下 

～「自由記述」から～

ホームページをもっと活用していた
だきたい。新製品の情報などはもち
ろんのこと、役員や社員のプロフィ
ールも楽しく紹介したり、働く社員
の本音なども社内報のような気軽さ
でオープンにして欲しい。消費者や
利用者も意見を書き込めて、手軽に
情報交換ができると、企業が身近な
存在になるはずである。

◆
より簡潔な内容のレポートを、誰も
が入手しやすい方法で発行すること
と、内容の更新頻度（継続的活動で
あること）や、発行のタイミングが
タイムリーであることが重要な点で
ある。それが整わないと、一過性で
あったり、企業の自己満足で終りか
ねない。

◆
レポートすることが先にありき、あ
るいはそれ自体が目的にならないよ
う、誰に向けて、何のために、何を
伝えるのかを明確にした上で、行な
っていただければと思う。

◆
企業からの情報は、企業側が社会に
知らせたいことが中心の内容だった
と思う。これからは消費者側も知り
たい、あるいは知らなければならな
い情報について、もっと声を大きく
して求めていくべきだと考える。

◆
企業が作成したレポートを10年、20
年、30年後に企業自身が読んでも、
満足できるものを出していただきた
い。

◆
いろいろなレポートを読むことによ
って、企業への関心・興味・親近感
が増すと思う。いいことばかりじゃ
なくて、苦労したことや失敗談など
聞いてみたい。

◆
企業の役員や従業員は一定期間の勤
務で終了するが、企業自体には定年
はなく、次から次へと引継がれて社
歴を重ねていくものである。従って、
レポートはその時代の人々の保身の
ものでなく、企業の将来を展望して、
常に顧客、社会マインドに立った理
念により企画された内容のものであ
ってほしい。それは結果的には、会
社の発展にもつながるものと思う。

◆
社会がどのような情報を求めている
かというスタディが足りないと感じ
る。自社が話したいことだけを載せ
るようなレポートは「百害あって一
利なし」。まず社会にどのように自社
が映っているのかを見つめ、何を知
りたがっているか？何が情報として
不足しているか？をしっかり踏まえ
る必要がある。広告的な情報開示に
は、企業をより理解させる力はない
と思う。



―
藤
原
さ
ん
は
『
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
』
誌
の

編
集
長
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
現
在

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
、
ど
の
よ
う
な
情
報

を
求
め
て
い
ま
す
か
。

藤
原

昨
年
、
松
下
電
器
が
1
万
人
の

希
望
退
職
を
募
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
つ

の
『
事
件
』
で
、
日
本
中
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
に
「
他
人
事
で
は
な
い
」「
単
に
会
社

に
し
が
み
つ
い
て
い
る
だ
け
で
は
ダ
メ

だ
。
定
年
を
迎
え
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な

い
」と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
と
っ
て
、
現
在
は
困

難
な
時
代
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
欲
し

て
い
る
の
は
、
従
来
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な

い
新
し
い
成
功
体
験
で
す
。

連
日
の
よ
う
に
、
新
聞
に
は
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
に
と
っ
て
厳
し
い
記
事
が
出
て
い
ま

す
。『
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
』
で
は
、
新
聞
と

は
逆
に
個
人
や
組
織
が
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
る
と
い
う
記
事
を
中
心
に
編
集
し
て

い
ま
す
。

良
い
事
例
を
皆
が
マ
ネ
を
す
れ
ば
、
日

本
経
済
に
活
力
が
戻
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

―
取
材
を
通
し
て
印
象
的
だ
っ
た
出
来
事

は
あ
り
ま
す
か
。

藤
原

取
材
を
申
し
込
む
と
、
そ
の
窓

口
と
な
る
の
は
、
広
報
部
で
す
。
そ
の
時

の
対
応
は
本
当
に
様
々
で
す
。

以
前
に
「
輝
け
！
わ
が
社
の
M
V
P
社

員
　
今
年
一
番
会
社
を
儲
け
さ
せ
た
男
た

ち
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
だ
時
の
こ
と
で

す
。
あ
る
企
業
さ
ん
に
取
材
を
申
し
込
ん

だ
の
で
す
が
、
他
の
社
員
の
手
前
、
一
人

の
社
員
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
取
材
の
お
断
り
の
連
絡
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

企
業
広
報
の
役
割
は
、「
社
外
」
に
向

け
て
自
社
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
企
業
さ
ん
の
広
報
ス

タ
ン
ス
は
、「
社
内
」
を
意
識
し
た
内
向

き
な
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
別
の
企
画
で
花
王
さ
ん
を
取
材
し
た

と
き
に
、
後
藤
社
長
か
ら
「
当
社
の
悪
い

こ
と
だ
け
を
書
い
て
下
さ
い
」
と
依
頼
を

受
け
ま
し
た
。「
悪
い
こ
と
」
を
記
事
に

さ
れ
る
の
は
、
本
当
は
辛
い
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
あ
え
て
記
事
に
す
る
こ
と
で
社

内
に
危
機
感
を
持
た
せ
、
そ
の
悪
い
と
こ

ろ
を
改
善
し
て
、
消
費
者
に
選
択
し
て
も

ら
え
る
企
業
に
な
る
狙
い
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
こ
れ
は
経
営
ト
ッ
プ
が
一
流
の

広
報
マ
イ
ン
ド
と
危
機
感
を
持
っ
て
い
る

こ
と
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
花
王
さ
ん

は
、
自
社
が
消
費
者
や
株
主
に
ど
う
写
っ

て
い
る
の
か
を
常
に
意
識
し
て
行
動
し
て

い
る
会
社
だ
と
言
え
ま
す
。

―
藤
原
さ
ん
は
テ
レ
ビ
番
組
『
ブ
ロ
ー

ド
・
キ
ャ
ス
タ
ー
』（
T
B
S
系
列
）
の
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
ご
活
躍
で
す
ね
。

藤
原

テ
レ
ビ
は
、
雑
誌
の
編
集
と
は

全
く
別
の
も
の
で
す
。
雑
誌
で
あ
れ
ば
、

あ
る
程
度
の
分
量
で
論
理
的
に
記
事
を
書

き
、
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
ト
は
瞬
間
で
あ
り
、

そ
の
時
の
印
象
が
全
て
で
す
。

テ
レ
ビ
と
い
う
媒
体
は
、
映
像
と
い
う

最
も
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
特
性
を
持
ち
、

編
集
な
ど
に
よ
っ
て
話
の
前
後
の
文
脈
が

消
え
、
何
度
も
同
じ
場
面
を
放
映
さ
れ
る

と
い
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
特
徴
を
理
解
し
な
い
で
社
長
が
発

言
を
し
て
し
ま
っ
た
ば
か
り
に
、
企
業
の
経

営
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
経
営
ト
ッ
プ
は
、
自
分
の
コ
メ
ン
ト

が
テ
レ
ビ
で
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
、

そ
れ
が
経
営
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
を
必

ず
考
え
て
発
言
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

―
最
後
に
、
日
本
の
企
業
に
今
求
め
ら
れ

て
い
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。

藤
原

企
業
と
消
費
者
の
関
係
が
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
に
主
導
権
が
あ

る
か
と
い
う
と
、
昔
は
企
業
側
に
主
導
権

が
あ
り
ま
し
た
。
モ
ノ
を
作
れ
ば
売
れ
る

と
い
う
時
代
が
そ
れ
で
す
。
し
か
し
、
現

在
の
消
費
社
会
は
モ
ノ
が
溢
れ
、
ど
の
製

品
も
サ
ー
ビ
ス
も
決
定
的
な
差
が
あ
り
ま

せ
ん
。
消
費
者
が
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
選

択
し
、
主
導
権
を
握
る
時
代
に
入
っ
た
の

で
す
。
性
能
で
大
差
の
な
い
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
す
る
際
の
重
要
な
判
断
基
準

の
一
つ
に
、「
社
会
的
信
頼
」
が
あ
り
ま

す
。ひ

と
た
び
企
業
が
不
祥
事
を
起
こ
す

と
、
そ
の
企
業
の
製
品
が
店
頭
か
ら
一
気

に
撤
去
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
の
主
導
権
を
握
っ
て

い
る
消
費
者
の
「
社
会
的
信
頼
」
を
失
っ

た
か
ら
で
す
。

企
業
が
自
社
の
活
動
を
報
告
す
る
「
社

会
報
告
書
」
（
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ー
・
レ
ポ
ー
ト
な
ど
）
を
作
成
す
る
動
き

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
報
告
書
を
通

し
て
、
社
会
が
求
め
て
い
る
情
報
を
発
信

し
、
確
固
と
し
た
社
会
的
信
頼
を
獲
得
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
　
専
門
研
究
員
　
山
田
　
俊
彦
）
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編
集
長
か
ら
見
た

広
報
部

社
会
的
信
頼
の

獲
得
を
目
指
し
て

で
す
か
ら
、
消
費
者
や
一
般
の
個
人
株

主
か
ら
見
て
も
、
分
か
り
や
す
い
形
で
出

し
て
ほ
し
い
と
、
皆
さ
ん
思
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
単
に
決
算
の
数

字
だ
け
を
載
せ
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ

う
な
企
業
戦
略
を
と
り
、
ど
の
よ
う
な
施

策
を
展
開
し
た
結
果
、
そ
う
い
う
数
字
に

な
っ
た
の
か
と
い
っ
た
具
合
に
、
数
字
に

意
味
を
持
た
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

―
つ
ま
り
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
工
夫

が
足
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

藤
原

そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
公
式
発
表

の
数
字
は
、
そ
れ
自
体
と
て
も
大
切
な
情

報
で
す
。
し
か
し
、「
プ
ロ
」
に
し
か
理

解
で
き
な
い
情
報
で
は
意
味
が
な
い
の
で

す
。
親
切
・
丁
寧
な
情
報
発
信
を
行
い
、

消
費
者
や
個
人
株
主
に
訴
え
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

―
企
業
活
動
の
レ
ポ
ー
ト
の
入
手
源
と
し

て
「
新
聞
」
が
ト
ッ
プ
で
し
た
。

藤
原

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か

ら
、「
新
聞
」
を
情
報
の
入
手
源
と
し
て

利
用
し
て
い
る
方
が
83
・
7
％
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。企
業
か
ら
見
る
と
、

新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
情
報
に
、
消
費
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
部
分
を
依

存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
企
業
か
ら
す
る
と
新
聞
に
ど
の

よ
う
な
情
報
を
ど
の
よ
う
な
形
で
提
供
し

て
い
く
か
が
、
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
は
、
新
聞
と
い
う
媒
体
の
特
性

で
す
。
新
聞
は
悪
い
こ
と
が
発
生
し
た
時

に
、
取
材
し
て
社
会
に
報
告
す
る
こ
と
を

編
集
の
基
本
ス
タ
ン
ス
と
し
て
い
ま
す
。

不
祥
事
や
不
良
品
に
関
す
る
情
報
は
、

企
業
の
信
頼
を
揺
る
が
し
ま
す
。
企
業
の
存

続
を
左
右
し
か
ね
な
い
情
報
な
の
で
、
的

確
な
取
り
扱
い
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
祥
事
が
発
生
し
た

際
の
企
業
の
対
応
を
見
て
い
る
と
、
新
聞

を
始
め
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
情
報
発

信
は
、
ま
ず
い
と
し
か
い
い
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。

―
そ
れ
は
、
ど
う
い
う
点
で
す
か
。

藤
原

各
企
業
に
は
広
報
部
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
社
会
に
対
す
る
最
大
の
広
報

マ
ン
は
社
長
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
企

業
は
様
々
な
刊
行
物
を
発
行
し
て
、
社
会

と
の
接
点
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
社
長
の

発
言
で
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
や
信
頼
が
決
ま

り
ま
す
。

昨
今
の
経
営
者
の
謝
罪
会
見
で
は
、
本

当
に
謝
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
消
費
者
の

側
を
向
い
た
謝
罪
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

自
社
の
ブ
ラ
ン
ド
を
傷
つ
け
た
こ
と
や
、

企
業
の
関
係
者
に
対
し
て
の
お
詫
び
に
終

始
し
て
い
る
よ
う
な
例
が
あ
り
ま
し
た
。

経
営
者
の
発
想
が
消
費
者
で
は
な
く
、

内
向
き
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
経
営
者
が
い
る
企
業
が
発
信
す

る
情
報
は
、
や
は
り
消
費
者
や
一
般
株
主

が
理
解
し
に
く
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
一
方
で
、
自
己
責
任
が
叫
ば
れ
る

時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
知
り
た
い
情
報

は
、
消
費
者
や
一
般
株
主
が
自
分
自
身
で

徹
底
的
に
調
べ
上
げ
る
こ
と
も
大
事
で

す
。
こ
の
場
合
で
も
、
企
業
側
が
オ
ー
プ

ン
に
情
報
を
提
供
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス

が
重
要
で
す
。

消
費
者
や
一
般
株
主
を
は
じ
め
社
会
全

体
に
向
け
て
情
報
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
の

は
、
企
業
に
と
っ
て
損
か
得
か
を
考
え
て

み
る
と
、
ど
ん
な
情
報
で
あ
れ
、
最
終
的

に
は
、
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
が
、
企
業

に
と
っ
て
得
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

―
な
ぜ
、
企
業
不
祥
事
が
相
次
い
で
い
る

と
お
考
え
で
す
か
。

藤
原

一
昔
前
ま
で
は
、
企
業
は
悪
い

情
報
を
で
き
る
だ
け
握
り
つ
ぶ
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
そ
れ

が
で
き
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、「
内

部
告
発
」
が
あ
る
か
ら
で
す
。

今
ま
で
は
日
本
型
経
営
の
象
徴
と
し

て
、
終
身
雇
用
が
ず
っ
と
維
持
さ
れ
て
き

て
い
ま
し
た
。
会
社
に
忠
誠
を
尽
く
す
こ

と
に
よ
り
、
生
涯
面
倒
を
見
て
も
ら
え
た
。

し
か
し
、
終
身
雇
用
と
い
う
神
話
が
崩
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
団
結
心
が
崩
れ
、
社
員

の
価
値
観
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
内
部
告
発
が
起
こ

る
構
図
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
す
。

企
業
に
最
も
重
要
な
の
は
、
利
益
を
継

続
し
て
上
げ
続
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
一
番
必
要
な
も
の
は
、「
信

頼
」
で
す
。
悪
い
情
報
を
包
み
隠
さ
ず
、

発
生
し
た
時
点
で
全
て
を
さ
ら
け
出
す
。

こ
の
辛
い
作

業
が
信
頼
を

得
る
た
め
に

最
も
必
要
な

の
で
す
。
こ

の
点
を
企
業

は
忘
れ
な
い

で
欲
し
い
で

す
ね
。

8

内
向
き
で
な
い

広
報
の
展
開

悪
い
情
報
ほ
ど

オ
ー
プ
ン
に



こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
リ
サ
イ
ク
ル
社

会
は
消
費
者
が
参
加
し
に
く
く
、
分
か
り

づ
ら
い
と
い
う
問
題
点
を
抱
え
て
い
ま

す
。
消
費
者
は
一
生
懸
命
リ
サ
イ
ク
ル
に

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

行
政
は
消
費
者
が
参
加
し
や
す
い
リ
サ
イ

ク
ル
の
仕
組
み
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
日
本

で
は
1
9
9
0
年
代
以
降
、「
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
法
」
や
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
」
を
は
じ
め
、
い
く
つ
も
の
リ
サ
イ
ク

ル
関
連
の
法
整
備
が
進
み
ま
し
た
。
一
つ

ひ
と
つ
の
法
律
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
縦
割
り
の
た

め
整
合
性
が
と
れ
て
い
な
い
部
分
も
目
に

つ
き
ま
す
。
例
え
ば
、
廃
棄
時
の
費
用
負

担
に
つ
い
て
み
る
と
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
で
は
消
費
者
が
「
排
出
時
」
に
、
そ
の

処
理
費
用
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
自
動

車
・
パ
ソ
コ
ン
の
場
合
は
、「
購
入
時
」

に
処
理
費
用
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、

そ
も
そ
も
処
理
費
用
の
負
担
は
求
め
ら
れ

て
お
ら
ず
、
代
わ
り
に
、
各
市
町
村
の
基

準
に
則
っ
た
分
別
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

法
律
相
互
で
費
用
負
担
や
排
出
時
の
義

務
な
ど
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
消
費
者

に
と
っ
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
関
わ
り
方

が
分
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
日
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り

組
み
に
は
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
商
品
が

売
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

環
境
配
慮
製
品
に
ど
の
程
度
ま
で
お
金

を
出
す
こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
15
％
近
く
の
方
が
、
同

じ
値
段
で
な
け
れ
ば
購
入
し
な
い
と
答
え

て
い
ま
す
。
通
常
の
値
段
に
対
し
て
1
割

増
し
で
も
買
う
と
い
う
人
は
、
半
分
も
い

ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
だ
っ

た
ら
、
何
で
も
買
っ
て
く
れ
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
の
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
製
品

の
開
発
に
取
り
組
む
企
業
は
、
高
く
て
も

5
％
程
度
に
価
格
の
伸
び
を
抑
え
て
、
従

来
と
同
等
の
製
品
を
提
供
し
な
い
と
、
市

場
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
考
え
て
、
開

発
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
本
の
製
造
業
の
工
場
が
ど
ん
ど
ん
中

国
に
移
転
し
て
い
る
た
め
、
日
本
国
内
で

の
生
産
が
空
洞
化
し
、
消
費
過
多
の
国
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
な
ど
の
家
電
製
品
は
、
中
国
や

東
南
ア
ジ
ア
で
生
産
さ
れ
、
日
本
国
内
で

は
高
付
加
価
値
型
の
製
品
し
か
作
ら
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
工
場
を
通
し
て
集
ま
っ
た
資

源
は
、
国
内
の
生
産
現
場
で
は
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
使
用
済
み
製
品
の

処
理
自
体
も
、
人
件
費
の
安
い
中
国
に
依

存
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

日
本
の
循
環
の
輪
は
、
中
国
抜
き
で
は
成

り
立
た
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
が

現
実
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
中
国
が
家
電
・
情
報

機
器
の
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
輸
入
に
対
し

て
、
こ
の
8
月
か
ら
規
制
を
か
け
始
め
、

日
本
か
ら
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
輸
出
が
滞
っ
て

き
て
い
ま
す
。
最
近
ま
で
、
中
国
は
経
済

発
展
の
た
め
に
資
源
を
必
要
と
し
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
な
ど
ま
で
輸
入
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
国
内
で
質

の
高
い
も
の
を
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
規
制
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
が
今
後
も
上
手
く
機
能
す
る
か
は
中
国

の
動
向
次
第
と
い
え
る
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
商
品
に
、
レ
ン
ズ

付
き
フ
ィ
ル
ム
「
写
ル
ン
で
す
」
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
げ
さ
に
言
え

ば
、『
究
極
』
の
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
と
い

え
ま
す
。現
像
の
際
に
本
体
を
回
収
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
部
品
を
点
検
し
て
再
利
用
す

る
。
回
収
・
再
利
用
の
仕
組
み
が
本
当
に

よ
く
出
来
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
製
品

の
循
環
の
仕
組
み
を
上
手
に
構
築
す
る
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
と
っ
て
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
他
の
業
界
で
も

出
て
き
て
い
ま
す
。
家
電
メ
ー
カ
ー
は
部

品
点
数
を
削
減
し
た
り
、
廃
棄
し
た
時
に

自
然
に
帰
る
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

採
用
な
ど
を
検
討
し
始
め
て
い
ま
す
。
自

動
車
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
率
95
％
を

目
指
し
て
、
2
万
点
に
上
る
全
部
品
の
見

直
し
を
は
じ
め
る
な
ど
、
業
界
全
体
で
懸

命
な
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。こ

の
他
に
も
、
家
電
を
必
要
な
期
間
だ

け
使
う
こ
と
の
で
き
る
レ
ン
タ
ル
の
仕
組

み
の
活
用
や
、
商
品
の
機
能
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
使
用
途
中
で
も

向
上
さ
せ
る
と
い
っ
た
製
品
作
り
が
今
後

進
ん
で
い
く
で
し
ょ
う
。

今
後
を
考
え
る
う
え
で
、
何
に
も
増
し

て
重
要
な
こ
と
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の

中
心
と
し
て
消
費
者
を
主
体
に
考
え
る
こ

と
で
す
。
消
費
者
に
分
か
り
や
す
く
、
参

加
し
や
す
い
仕
組
み
。
消
費
者
が
力
を
発

揮
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
意
義
を
感
じ
ら
れ

る
仕
組
み
。
そ
し
て
、
将
来
の
循
環
型
社

会
が
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
の
か
が
、
分

か
り
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
　
専
門
研
究
員
　
山
田
　
俊
彦
）
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リ
サ
イ
ク
ル
関
連
法
の
整
備

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
も
売
れ
な
い

日
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
は

中
国
頼
み

循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
て

消
費
者
参
加
の
循
環
型
社
会

過
去
半
世
紀
の
日
本
の
環
境
問
題
に
対

す
る
変
遷
を
整
理
す
る
と
、
10
年
ご
と
に

主
な
傾
向
が
表
れ
て
き
ま
す
。
1
9
6
0

年
代
に
は
公
害
問
題
が
集
中
し
、
70
年
代

は
公
害
防
止
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
対
策

が
進
み
ま
し
た
。
80
年
代
に
な
り
地
球
環

境
問
題
が
顕
在
化
す
る
と
、
続
く
90
年
代

は
経
済
と
環
境
の
両
立
を
目
指
す
動
き
が

強
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、
キ
ー
ワ

ー
ド
は
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に

代
わ
り
、
今
ま
さ
に
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
上

で
重
要
な
の
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。
な
ぜ

リ
サ
イ
ク
ル
が
必
要
に
な
っ
た
か
と
い
う

と
、
2
つ
の
大
き
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、資
源
の
枯
渇
へ
の
対
応
で
す
。

普
段
な
に
げ
な
く
生
活
を
し
て
い
る
と
、

資
源
は
無
尽
蔵
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
2
0
0
0
年
時
点
で
、
銀
の
残

余
年
数
は
23
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
い

ま
の
ま
ま
使
い
続
け
る
と
、
我
々
の
次
の

世
代
に
は
、
使
用
で
き
る
銀
は
残
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
確
実
に
枯
渇
す
る
資
源
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
い
く
つ
も
あ
り
、
早
急
な
対
応
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

二
つ
目
の
理
由
は
、
温
暖
化
の
問
題
で

す
。
1
9
0
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
温
暖

化
傾
向
が
顕
著
に
な
り
、
北
半
球
で
は
平

均
気
温
が
0
・
7
度
も
上
昇
し
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
に
気
候
風
土
が
変
わ
る
と
、

こ
れ
ま
で
日
本
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ

う
な
伝
染
病
な
ど
が
、
広
が
る
危
険
性
さ

え
あ
り
ま
す
。生
態
系
も
大
き
く
変
化
し
、

ひ
い
て
は
我
々
の
生
活
に
多
大
な
影
響
を

与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

日
本
に
は
廃
棄
物
処
分
場
の
不
足
と
い

う
問
題
も
あ
り
、
資
源
を
循
環
的
に
有
効

に
活
用
し
、
廃
棄
物
と
し
て
捨
て
ら
れ
て

い
る
量
を
、
極
力
減
ら
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

皆
さ
ん
も
普
段
の
生
活
の
中
で
、
リ
サ

イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
し
て
消
費
者
は
い

ろ
い
ろ
と
悩
み
を
抱
え
て
い
る
の
が
、
現

実
で
す
。
そ
の
一
つ
が
ご
み
の
分
別
の
仕

方
で
す
。
ご
み
の
分
別
数
に
つ
い
て
今
年

5
月
、
日
経
エ
コ
ロ
ジ
ー
で
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
る
と
、

各
市
町
村
で
ご
み
の
出
し
方
や
分
別
の
仕

方
が
、
か
な
り
異
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
引
越
し
な
ど
を
し
た
ら
、

ま
た
一
か
ら
分
別
の
仕
方
を
覚
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

ま
た
、
氾
濫
し
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ク
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
回
り
を
ち
ょ
っ

と
見
渡
し
た
だ
け
で
も
、
本
当
に
た
く
さ

ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
マ
ー
ク
が
あ

り
、
消
費
者
に
は
そ
の
意
味
す
る
内
容
が

正
確
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

10

識者と語る論談倶楽部

日経エコロジー編集長 深尾　典男 氏
9月3日、『日経エコロジー』の深尾典男編集長を招き、「リサイクル
社会に向けた日本の動き」をテーマに、第16回「識者と語る論談倶
楽部」を開催した。
豊富な取材をもとに、数多くの実例を紹介しながら、リサイクルが
必要になった背景やリサイクル社会の現状、そして循環型社会の構
築に向けた今後の取り組みなどを、環境のプロの視点からお話いた
だいた。

「リサイクル社会に
向けた
日本の動き」

ふかお　のりお
1960年 7月11日生まれ
1983年 3月 名古屋大学 工学部 原子核工学科 卒業
1983年 4月 日経マグロウヒル社（現日経BP社）入社
1990年 1月『日経ビジネス』 記者
1995年 3月『日経ウエルネス』 副編集長
1996年 1月『日経PC21』 副編集長兼編集委員
1998年 3月『日経PC21』 編集長
1999年 1月『日経エコロジー』編集長（現在に至る）

【著 書 等】
■「小さな本社」、「人間復活の経営」（日経ビジネス編集部編）の一部執筆。
■「根本から学ぶパソコン活用講座1～5」（日経PC21編集部編）の企画、編集
など。

な
ぜ
リ
サ
イ
ク
ル
が

必
要
に
な
っ
た
の
か

リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状
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告
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
出
来
上
が
っ
た
製
品
の
品
質
に

つ
い
て
も
、
品
質
保
証
部
が
強
い
権
限
を

も
っ
て
常
時
監
査
し
て
い
ま
す
。
経
営
陣

は
、
品
質
管
理
に
対
す
る
強
い
意
識
を
一

層
向
上
さ
せ
る
よ
う
に
、
全
国
の
工
場
に

頻
繁
に
足
を
運
ん
で
現
場
社
員
を
激
励
す

る
と
と
も
に
、
品
質
管
理
体
制
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
私
ど
も
の
製
品
は
、
多

く
の
お
客
様
に
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
マ
ミ
ー

や
ク
リ
ー
プ
の
ほ
か
、
最
近
で
は
、「
マ

ウ
ン
ト
レ
ー
ニ
ア
カ
フ
ェ
ラ
ッ
テ
」
や

「
ア
ロ
エ
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
が
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
ロ
エ
ヨ
ー
グ
ル

ト
は
、
か
ら
だ
に
良
い
こ
と
が
テ
レ
ビ
番

組
で
紹
介
さ
れ
て
以
来
、
従
来
の
4
割
増

の
受
注
が
あ
り
、
爆
発
的
な
ブ
ー
ム
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
ま
り
目
立
ち
ま

せ
ん
が
、
業
務
用
チ
ー
ズ
の
分
野
で
は
1

位
の
シ
ェ
ア
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
有
力
ブ
ラ
ン
ド
と
の
提
携

も
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。
飲
料
事

業
の
「
サ
ン
キ
ス
ト
」
や
「
リ
プ
ト
ン
」、

チ
ー
ズ
事
業
の
「
ク
ラ
フ
ト
」、
ヨ
ー
グ

ル
ト
事
業
の
「
ス
イ
ス
エ
ミ
ー
」
な
ど
で

す
。
こ
れ
ら
の
ブ
ラ
ン
ド
と
提
携
す
る
こ

と
で
、
お
客
様
の
多
種
多
様
な
要
望
に
お

応
え
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
製
造
し
て
い
る
工
場
名
や
、
問
い

合
わ
せ
先
が
商
品
に
表
示
し
て
あ

る
と
、
安
心
で
き
る
の
だ
が
。

Ａ
商
品
の
内
容
に
関
す
る
お
問
い
合

せ
は
、
お
客
さ
ま
相
談
室
で
承
っ

て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
商
品
に
、
そ

の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
番
号
を
記
載
し
て
い

ま
す
。

製
造
工
場
名
の
表
示
は
、
大
部
分
の
製

品
に
記
号
を
印
字
し
て
お
り
、
こ
の
記
号

の
見
方
は
、
私
ど
も
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
こ
東
京

多
摩
工
場
は
「
C
O
」、
隣
の
大
和
工
場

は
「
M
D
」
で
す
。

ご
質
問
の
意
図
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一

括
表
示
欄
（
商
品
の
目
立
つ
と
こ
ろ
に
あ

る
囲
み
を
し
て
あ
る
欄
の
こ
と
）
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
「
○
○
牛
乳
」
が
1
つ
の
工

場
、
つ
ま
り
東
京
多
摩
工
場
だ
け
で
製
造

さ
れ
て
い
れ
ば
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
予
め
東

京
多
摩
工
場
と
記
載
す
る
こ
と
は
容
易
で

す
。
し
か
し
、
需
要
期
に
生
産
量
が
膨
ら

ん
だ
り
し
た
場
合
に
は
、
東
京
多
摩
工
場

以
外
の
工
場
で
も
生
産
し
ま
す
。
一
時
期

が
過
ぎ
れ
ば
、
ま
た
東
京
多
摩
工
場
だ
け

に
生
産
を
集
約
し
た
り
し
ま
す
。
生
産
調

整
に
伴
う
製
造
工
場
の
変
更
の
時
な
ど

に
、
工
場
名
が
予
め
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
括

表
示
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
、
と
て
も

非
効
率
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
「
公
正
」
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て

い
る
製
品
、
さ
れ
て
い
な
い
製
品

が
あ
る
が
、
表
示
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
「
公
正
」
マ
ー
ク
は
、「
公
正
取
引

規
約
」
に
則
っ
て
正
し
く
製
造
さ

れ
、
商
品
の
中
身
が
正
し
く
表
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
証
明
す
る
マ
ー
ク
で
す
。
こ

の
「
公
正
取
引
規
約
」
と
い
う
の
は
、
メ

ー
カ
ー
な
ど
が
集
ま
る
公
正
取
引
協
議
会

で
自
主
規
格
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
、

公
正
取
引
委
員
会
の
認
定
を
受
け
て
い
ま

す
。
現
在
、
飲
用
乳
を
製
造
・
販
売
し
て

い
る
、
ほ
ぼ
全
て
の
メ
ー
カ
ー
で
、
製
品

に
表
示
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
公
正
」
マ
ー
ク
の
表
示
が
な
い
、
と
い

う
の
は
、
発
酵
乳
の
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
発
酵
乳
に
も
公
正
取
引
協
議
会

が
あ
り
、
規
約
を
定
め
て
い
ま
す
が
、

「
公
正
」
マ
ー
ク
制
度
を
採
用
し
て
い
な

い
た
め
、
発
酵
乳
に
は
表
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

Ｑ
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
牛
乳
の
味
が

少
し
ず
つ
異
な
る
よ
う
に
思
う
。

森
永
で
は
牛
乳
の
美
味
し
さ
を
ど
の
よ
う

に
追
及
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
ま
ず
、
牛
乳
の
風
味
の
違
い
を
感

じ
る
場
合
の
要
因
と
し
て
、
1
つ

目
に
生
乳
の
成
分
の
変
動
、
2
つ
目
に
飲

む
時
の
牛
乳
の
温
度
、
3
つ
目
に
飲
む
人

の
体
調
や
飲
む
場
所
・
雰
囲
気
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

1
つ
目
で
す
が
、
生
乳
の
成
分
は
季
節

や
地
域
、
使
っ
て
い
る
飼
料
な
ど
に
よ
り

変
動
し
ま
す
。「
牛
乳
」
は
、
成
分
を
一

切
調
整
し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
生
乳
の
成

分
変
動
が
牛
乳
の
風
味
に
影
響
し
ま
す
。

メ
ー
カ
ー
に
よ
る
違
い
と
い
う
よ
り
は
、

一
般
的
な
成
分
の
変
動
に
よ
る
も
の
と
考

え
て
く
だ
さ
い
。
2
つ
目
で
す
が
、
同
じ

牛
乳
で
あ
っ
て
も
、
少
し
の
温
度
差
で
さ

え
、
風
味
は
微
妙
に
変
わ
り
ま
す
。
3
つ

目
で
す
が
、
体
温
が
上
が
っ
て
い
る
時
や

の
ど
が
渇
い
て
い
る
と
き
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

Q
&
A

企 と 活 懇 会業 生 者 談

私
ど
も
は
1
9
1
7
年
に
、
日
本
煉
乳

株
式
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
初
の
育
児
用
ド
ラ
イ
ミ
ル

ク
や
牛
乳
、
チ
ー
ズ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど

取
扱
い
商
品
を
拡
大
し
、
1
9
4
9
年
に

森
永
製
菓
か
ら
独
立
し
て
、
森
永
乳
業
㈱

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

牛
乳
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
を
最

大
の
特
徴
と
す
る
、
神
秘
に
満
ち
た
食
品

で
す
。乳
脂
肪
分
や
各
種
ビ
タ
ミ
ン
、カ
ル

シ
ウ
ム
な
ど
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
し
か
も
消
化
吸
収
に
優
れ
て
い

ま
す
。
通
常
の
食
事
で
栄
養
素
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
摂
取
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す

が
、牛
乳
を
1
本
追
加
す
る
だ
け
で
、栄
養

バ
ラ
ン
ス
が
著
し
く
改
善
さ
れ
ま
す
。

私
ど
も
は
、
乳
の
も
つ
様
々
な
機
能
を

研
究
し
、商
品
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
最
も
研
究
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
「
ラ
ク
ト
フ
ェ
リ
ン
」
と
い
う
、
乳
に

微
量
に
含
ま
れ
る
多
機
能
た
ん
ぱ
く
質
で

す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
、
生
ま
れ
て
し
ば
ら
く

母
乳
だ
け
で
育
ち
ま
す
が
、
そ
の
間
は
ほ

と
ん
ど
病
気
に
か
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

母
乳
に
含
ま
れ
る
ラ
ク
ト
フ
ェ
リ
ン
な
ど

の
抗
菌
機
能
や
免
疫
機
能
な
ど
に
よ
る
も

第
61
回
（
東
京
6
月
5
日
）

「「
みみ
んん
なな
のの
””おお
いい
しし
いい
““をを

目目
指指
すす
牛牛
乳乳
づづ
くく
りり
」」

森
永
乳
業
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企業と生活者
懇
談
会

の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
立
ガ
ン

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
最
近
の
研
究
で
は
、
こ

の
ラ
ク
ト
フ
ェ
リ
ン
に
つ
い
て
、
ガ
ン
の

予
防
や
C
型
肝
炎
に
も
効
果
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
悪
い
細
菌
か
ら

お
腹
を
守
る
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
を
増
や
す
力

も
持
っ
て
い
ま
す
。こ
の
効
果
に
注
目
し
、

こ
れ
ま
で
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
に
添
加
し
て
き

ま
し
た
が
、
現
在
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
も
添

加
し
、「
ラ
ク
ト
フ
ェ
リ
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
」

と
し
て
発
売
し
て
い
ま
す
。

次
に
品
質
管
理
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。
私
ど
も
の
会
社
は
1
9
5
5
年
に
粉

乳
中
毒
事
件
（
い
わ
ゆ
る
ヒ
素
ミ
ル
ク
事

件
）
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
ど

も
は
こ
の
事
件
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
品

質
管
理
に
は
万
全
の
態
勢
を
と
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
に
表
示

さ
れ
て
い
る
「
H
A
C
C
P
」
マ
ー
ク
は

ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
製
造

工
程
の
衛
生
管
理
手
法
で
あ
る
H
A
C
C

P
を
守
っ
て
製
造
し
て
い
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
す
。
さ
ら
に
私
ど
も
は
、
衛
生
面

に
加
え
て
品
質
面
の
管
理
も
強
化
し
た
製

造
工
程
管
理
基
準
を
作
成
し
、
森
永
乳
業

の
頭
文
字
を
つ
け
て
「
M
A
C
C
P
」
と

し
て
社
内
に
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
こ
れ
が
き
ち
ん
と
実
施
さ
れ
て
い
る

か
は
、
社
内
部
門
で
は
な
く
、
社
外
の
機

関
に
厳
し
い
監
査
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
は
、
当
社
社
長
に
直
接
報

第61回

第62回

第63回

開催日

6月 5日

6月20日

7月17日

開催地

東　京

北海道

岡　山

協力企業

森永乳業株式会社

キッコーマン株式会社

キリンビール株式会社

テーマ

「みんなの“おいしい”を目指す牛乳づくり」

「日本の味・しょうゆを世界の味へ」

「品質本位」～最高の品質をお客様へ

生活者と企業を結ぶ橋渡し役を担うことを目的に、1997年にスタートし

た「企業と生活者懇談会」。毎回、多くの会員の皆様に参加をいただき、

この7月に63回目の開催を迎えることができました。

2002年度の企業と生活者懇談会は、四半期ごとにテーマを設定。第1四

半期は「食の安全を考える」をテーマに東京、北海道、岡山で開催しま

した。

時期にあったテーマということもあり、各開催地では多くの質問が出さ

れ、中身の濃い懇談を行うことが出来ました。

第2四半期は「バリアフリー」をテーマに開催を予定していますので、

ご期待ください。
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Ａ
ご
質
問
の
と
お
り
、
需
要
と
供
給

の
時
期
に
ズ
レ
が
あ
り
ま
す
。
乳

業
メ
ー
カ
ー
は
、
こ
の
ズ
レ
を
解
消
す
る

た
め
に
、
冬
に
余
る
乳
を
、
粉
乳
や
バ
タ

ー
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
夏
の
需
要
期

に
溶
か
し
て
加
工
乳
に
し
、
牛
乳
の
不
足

分
を
補
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、

一
昨
年
の
食
中
毒
事
件
以
来
、
お
客
様
の

加
工
乳
離
れ
が
進
ん
で
お
り
、
牛
乳
に
需

要
が
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
販
売

量
で
あ
れ
ば
、
原
料
乳
の
不
足
は
そ
れ
ほ

ど
深
刻
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
は
不

足
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
夏
に
で
き
る
だ
け
多
く
の

原
料
乳
を
仕
入
れ
る
た
め
努
力
し
て
い
ま

す
。
乳
牛
は
、
子
牛
を
産
ん
で
か
ら
10
カ

月
の
間
に
乳
を
出
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、

こ
の
搾
乳
期
が
夏
に
重
な
る
よ
う
、
酪
農

家
に
種
付
け
の
時
期
を
工
夫
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
見
学
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
配
管

が
複
雑
に
組
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
ミ
ス
が
あ
れ
ば
事
故
に

結
び
つ
く
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
検
査

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
原
料
や
冷
却
水
な
ど
が
通
る
配
管

や
バ
ル
ブ
は
、
非
常
に
数
も
多
く

か
つ
複
雑
で
す
。
こ
こ
に
故
障
が
起
こ
れ

ば
製
品
の
品
質
に
影
響
し
ま
す
か
ら
、
定

期
的
に
検
査
を
行
い
、
故
障
の
お
そ
れ
が

あ
る
前
に
必
ず
交
換
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

配
管
は
、
汚
れ
な
ど
の
付
着
が
少
な
い

「
継
ぎ
目
な
し
」
の
管
に
し
て
お
り
ま
す
。

日
々
の
清
掃
は
、
ま
ず
き
れ
い
な
水
で
洗

っ
て
か
ら
、
苛
性
ソ
ー
ダ
水
を
流
し
て
付

着
し
た
乳
分
を
と
り
ま
す
。
そ
し
て
、
再

び
水
で
き
れ
い
に
し
て
か
ら
、
酸
性
水
を

流
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
付
着
物
を
と

り
、
最
後
に
水
洗
い
し
ま
す
。
こ
れ
を
シ

ス
テ
ム
で
自
動
的
に
行
っ
て
お
り
、
人
間

が
配
管
を
外
し
て
作
業
を
す
る
よ
り
よ
ほ

ど
レ
ベ
ル
の
高
い
洗
浄
作
業
が
可
能
で

す
。ま

た
、
管
の
中
で
原
料
乳
な
ど
を
流
し

た
り
止
め
た
り
す
る
バ
ル
ブ
個
々
の
動
き

は
全
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
し
て
い
ま

す
。
万
が
一
故
障
が
あ
れ
ば
、
機
械
を
止

め
る
と
同
時
に
警
報
を
発
し
て
、
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
に
知
ら
せ
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
と
人

間
の
二
重
チ
ェ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。

出席者の感想から

乳幼児向けの商品が数多くある
が、高齢化社会に向かう今、高齢
者に特化した商品が少ないように
思う。カラダに良いため摂取した
い老人も多いはず。握力が弱くて
も空けやすい蓋など工夫を望みた
い。

●

今回の収穫は、モノ作りに対する
情熱を持つ素晴らしさを社員の
方々と共有できたことである。再
三強調された「信用の大切さを守
る」姿勢にエールを送りたい。

●

多摩工場で働く方々の仕事の内容
や品質管理に対する考え方、経営
の方針のみならず、人柄にまで触
れるような話を伺った。森永乳業
という会社と、その製品に対する
親近感が増した一日だった。

●

これだけ素晴らしい経営方針や生
産体制があるのに、商品パッケー
ジの「morinaga」の標記は小さく
て遠慮がちに思われる。信用力を
生かして、もっと「森永」の製品
であることをアピールしてはどう
かと思った。

●

食品業界に対する不信感が募る
中、時宜を得た有意義な懇談会で
あった。社員の方々の誠意あるご
説明やおもてなしに感謝すると同
時に、産業界に対する自分の不信
感もかなり払拭されたように思
う。
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し
て
い
る
時
な
ど
は
、
お
い
し
く
感
じ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
ど
も
で
は
、
お
い
し
さ
を
求
め
る
た

め
に
、
次
の
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
健
康
な
牛
の
乳
は
、
成
分
が
濃

く
て
お
い
し
い
で
す
。
で
す
か
ら
、
酪
農

家
に
対
し
て
、
飼
料
の
や
り
方
な
ど
牛
の

健
康
管
理
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。次
に
、

搾
り
た
て
の
お
い
し
さ
を
維
持
す
る
た
め

に
、搾
乳
後
は
周
り
の
臭
い
が
つ
い
た
り
、

細
菌
が
増
え
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
生
乳

の
衛
生
的
な
取
り
扱
い
と
、
温
度
管
理
を

酪
農
家
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

当
社
で
受
け
入
れ
を
し
た
後
は
、
温
度
管

理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
製
造
工
程
や
貯

乳
タ
ン
ク
の
中
の
空
気
を
無
菌
化
す
る
な

ど
、
風
味
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
品
質
管

理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
牧
場
で
飲
む
牛
乳
は
、
濃
厚
で
お

い
し
く
感
じ
る
。
市
販
の
も
の
は

薄
め
て
い
る
の
か
。

Ａ
「
牛
乳
」
は
、
法
律
の
定
め
に
よ

り
、
原
料
乳
に
何
も
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
逆
に
何
か
を
加
え
た
り

す
れ
ば
、
牛
乳
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
牧
場

で
飲
む
牛
乳
を
お
い
し
く
感
じ
る
の
は
2

つ
の
理
由
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

1
つ
目
は
、
開
放
的
で
清
々
し
い
「
牧

場
」
と
い
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
得

ら
れ
る
気
分
的
な
も
の
で
す
。

2
つ
目
は
、
最
初
に
口
に
す
る
上
層
部

に
脂
肪
が
浮
上
し
て
集
ま
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
私
ど
も
は
、
乳
脂
肪
分
の
消
化
吸

収
を
助
け
る
た
め
、
脂
肪
を
細
か
く
す
る

処
理
（
均
質
化
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
牧
場
で
の
搾
り
た
て
牛
乳
は
、
こ
の

「
均
質
化
」
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
最
初
の
一
口
が
、
濃
く
て
お
い
し
く

感
じ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
製
品
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
脱

脂
粉
乳
な
ど
の
原
料
は
、
ど
の
よ

う
に
検
査
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
例
え
ば
、
脱
脂
粉
乳
な
ど
の
原
料

を
買
い
入
れ
る
場
合
、
工
場
に
納

入
し
て
も
ら
う
前
に
、
ま
ず
私
ど
も
の
研

究
所
で
検
査
を
し
ま
す
。
原
料
メ
ー
カ
ー

か
ら
サ
ン
プ
ル
の
提
供
を
受
け
、
品
質
や

安
全
面
の
検
査
を
徹
底
的
に
行
い
ま
す
。

検
査
に
合
格
し
た
も
の
だ
け
、
各
工
場
に

そ
の
原
料
の
受
け
入
れ
を
許
可
し
ま
す
。

さ
ら
に
そ
の
原
料
を
使
用
す
る
工
場
で

は
、
3
段
階
で
検
査
を
し
ま
す
。
第
1
次

検
査
は
、
原
料
メ
ー
カ
ー
か
ら
原
料
を
引

き
渡
さ
れ
る
際
に
行
い
ま
す
。
第
2
次
検

査
は
、
原
料
を
引
き
渡
さ
れ
た
後
に
工
場

の
品
質
管
理
室
が
、
第
3
次
検
査
は
、
実

際
に
ラ
イ
ン
で
使
用
す
る
前
に
作
業
責
任

者
が
行
い
ま
す
。

こ
う
し
た
私
ど
も
の
製
品
づ
く
り
に
対

す
る
姿
勢
の
原
点
は
、
47
年
前
に
発
生
し

た
粉
乳
中
毒
事
件
に
遡
り
ま
す
。
仕
入
れ

た
原
料
に
ヒ
素
成
分
が
混
入
し
て
い
た
こ

と
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ず
に
製
品
化
し
出
荷

し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
、
社
会
に
対
し
多

く
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、「
お
客
様
の
信
頼
あ
っ
て
の
森
永
」

「
再
び
同
じ
よ
う
な
事
件
を
起
こ
せ
ば
、

会
社
は
つ
ぶ
れ
る
」
を
合
言
葉
に
し
て
、

新
入
社
員
に
も
研
修
時
に
必
ず
伝
え
る
な

ど
、
経
営
ト
ッ
プ
以
下
の
全
社
員
が
意
識

を
共
有
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
こ
う

し
た
品
質
管
理
に
対
す
る
姿
勢
が
会
社
の

遺
伝
子
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

粉
乳
中
毒
事
件
の
後
、
私
ど
も
と
厚
生

労
働
省
と
被
害
者
の
方
た
ち
で
「
ひ
か
り

協
会
」
と
い
う
財
団
を
作
り
ま
し
た
。
設

立
後
30
年
近
く
経
過
し
ま
し
た
。
昨
年
度

も
15
億
円
を
拠
出
し
、
検
診
・
医
療
や
生

活
保
障
援
助
な
ど
の
救
済
事
業
に
関
わ
り

続
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
乳
製
品
の
品
質
保
持
期
限
は
他
製

品
と
比
べ
て
短
い
が
、
自
動
販
売

機
で
の
販
売
品
の
品
質
管
理
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
牛
乳
ビ
ン
の
リ

タ
ー
ナ
ブ
ル
は
、
ど
の
程
度
進
ん
で
い

る
の
か
。

Ａ
自
動
販
売
機
で
は
、
ハ
ン
デ
ィ
パ
ッ

ク
の
乳
飲
料
「P

ik
n
ik

」
な
ど
、
60

日
程
度
の
品
質
保
持
が
可
能
な
商
品
を
中

心
に
販
売
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
銭
湯
な

ど
の
自
動
販
売
機
で
売
っ
て
い
る
ビ
ン
牛

乳
な
ど
は
、
品
質
保
持
期
限
が
一
週
間
程

度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
2
日

置
き
な
ど
相
当
の
頻
度
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、

残
っ
た
商
品
は
入
れ
替
え
を
し
て
い
ま
す
。

ビ
ン
入
り
牛
乳
の
殆
ん
ど
は
、
宅
配
で

す
。
本
年
3
月
現
在
、
約
4
4
0
0
軒
の

販
売
店
を
通
じ
て
1
9
0
万
軒
に
宅
配
し

て
い
ま
す
。
こ
の
宅
配
ビ
ン
は
販
売
店
を

通
じ
て
回
収
し
て
お
り
、
そ
の
回
収
率
は

概
ね
1
0
0
％
で
す
。回
収
し
た
ビ
ン
は
、

洗
浄
し
て
キ
ズ
の
有
無
な
ど
を
徹
底
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
た
後
、
再
度
の
洗
浄
、
殺
菌

を
し
て
再
使
用
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
量

販
店
で
ビ
ン
入
り
牛
乳
を
販
売
す
る
こ
と

は
、
重
た
い
と
い
う
理
由
で
お
客
様
に
な

か
な
か
選
択
さ
れ
な
い
こ
と
と
、
リ
タ
ー

ナ
ブ
ル
の
前
提
と
な
る
ビ
ン
の
回
収
経
路

が
確
立
で
き
な
い
と
い
う
理
由
で
、
私
ど

も
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
牛
の
乳
は
夏
は
少
な
く
、
冬
は
多

い
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
一
方

で
牛
乳
の
消
費
量
は
夏
が
多
い
。
こ
の
需

給
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に
調
整
し
て
い

る
の
か
。
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Ｑ
遺
伝
子
組
換
え
大
豆
は
使
用
し
て

い
る
の
か
。

Ａ
し
ょ
う
ゆ
は
長
い
醸
造
期
間
を
経

て
製
造
さ
れ
る
の
で
、
大
豆
タ
ン

パ
ク
が
分
解
さ
れ
て
製
品
か
ら
判
断
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

当
社
の
製
品
で
は
、「
丸
大
豆
し
ょ
う

ゆ
」
や
「
有
機
し
ょ
う
ゆ
」
な
ど
は
遺

伝
子
組
換
え
大
豆
を
使
用
し
て
い
な
い

こ
と
を
原
料
の
段
階
か
ら
証
明
が
で
き

ま
す
。

原
料
を
輸
入
す
る
過
程
で
遺
伝
子
組

換
え
の
も
の
が
混
入
し
て
い
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
原
材
料
の
表
示
に
そ
の

旨
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
私
た
ち
消
費
者
は
食
品
を
買
う
と

き
、
添
加
物
の
使
用
の
有
無
に
つ

い
て
敏
感
に
な
っ
て
い
る
。
し
ょ
う
ゆ

に
は
ど
の
よ
う
な
添
加
物
が
入
っ
て
い

る
の
か
。

Ａ
当
社
の
し
ょ
う
ゆ
は
、
「
本
醸
造

方
式
」
と
い
う
製
造
方
式
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
式
で
製
造
す
る

し
ょ
う
ゆ
は
、
色
・
味
・
香
り
が
安
定

し
て
お
り
、
添
加
物
を
加
え
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

当
社
が
製
造
し
て
い
る
濃
縮
つ
ゆ
で

あ
る
「
め
ん
み
」
は
、
し
ょ
う
ゆ
を
ベ

ー
ス
に
し
て
お
り
、
甘
味
料
な
ど
の
添

加
物
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合

も
製
品
ラ
ベ
ル
に
添
加
物
を
使
用
し
て

い
る
こ
と
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
本
日
、
工
場
見
学
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
、
工
場
内
が
非
常
に
清
潔

に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
活

動
の
指
針
み
た
い
な
も
の
は
あ
る
か
。

Ａ
お
い
し
い
し
ょ
う
ゆ
作
り
の
原
点

は
、
清
潔
な
環
境
、
清
潔
な
製
造

工
程
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
方

に
基
づ
き
、
私
た
ち
は
工
場
内
を
い
つ
も

清
潔
に
保
つ
こ
と
に
務
め
て
い
ま
す
。

製
造
過
程
の
す
べ
て
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
仕
込
み
タ
ン
ク
な
ど
は
中

身
を
出
し
た
後
、
そ
の
日
の
う
ち
に
洗

浄
す
る
な
ど
常
に
清
潔
な
環
境
を
保
つ

よ
う
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
「
う
す
く
ち
」
し
ょ
う
ゆ
の
方
が

「
こ
い
く
ち
」
し
ょ
う
ゆ
よ
り
塩

分
が
多
い
と
聞
い
た
の
だ
が
。

Ａ
し
ょ
う
ゆ
に
は
「
こ
い
く
ち
」

「
う
す
く
ち
」「
た
ま
り
」「
さ
い

し
こ
み
」「
し
ろ
」
の
5
つ
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
中
で
一
番
消
費
が
多
い

の
が
「
こ
い
く
ち
」
し
ょ
う
ゆ
で
、
全

生
産
量
の
約
8
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

ご
質
問
に
あ
り
ま
し
た
「
う
す
く
ち
」

し
ょ
う
ゆ
で
す
が
、
こ
れ
を
漢
字
で
書

く
と
「
淡
口
」
と
標
記
さ
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、
し
ょ
う
ゆ
の
色
が
「
こ
い
く
ち
」

よ
り
淡
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

も
と
も
と
淡
口
し
ょ
う
ゆ
は
京
都
料
理

で
使
う
ロ
ー
カ
ル
な
し
ょ
う
ゆ
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
製
法
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
の
で
す
が
、「
う
す
く
ち
」
は
「
こ

い
く
ち
」
に
比
べ
て
濃
度
の
高
い
食
塩

水
を
加
え
る
こ
と
で
発
酵
を
抑
え
、
色

が
濃
く
な
る
こ
と
を
防
い
で
い
ま
す
。

よ
っ
て
「
う
す
く
ち
」
の
方
の
塩
分
が

1
〜
2
％
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
お
客
様
の
理

解
が
十
分
で
な
い
の
で
、
業
界
全
体
と

し
て
P
R
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
「
し
ろ
し
ょ
う
ゆ
」
は
ど
の
よ
う
に

し
て
、あ
の
色
を
出
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
し
ょ
う
ゆ
の
色
は
原
料
の
配
合
に

よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。「
こ
い
く
ち
」

「
う
す
く
ち
」「
さ
い
し
こ
み
」
し
ょ
う
ゆ

は
、
原
料
で
あ
る
大
豆
と
小
麦
が
1：
1

の
配
合
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
赤
く
透

明
な
褐
色
は
、
大
豆
と
小
麦
か
ら
作
ら
れ

る
ア
ミ
ノ
酸
と
糖
分
が
混
合
し
、
加
熱
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
ま
す
。

「
し
ろ
し
ょ
う
ゆ
」
は
、
小
麦
が
主
な

原
料
で
、
少
量
の
大
豆
を
加
え
て
麹
を

つ
く
り
、
食
塩
水
を
加
え
る
と
い
う
方

法
で
、
色
が
濃
く
な
る
の
を
抑
え
て
い

ま
す
。
こ
の
製
法
に
よ
っ
て
、
水
あ
め

の
よ
う
な
色
が
作
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

Ｑ
減
塩
し
ょ
う
ゆ
は
普
通
の
し
ょ
う

ゆ
に
比
べ
て
、
あ
ま
り
お
い
し
く

な
い
と
感
じ
る
の
だ
が
。

Ａ
し
ょ
う
ゆ
の
味
は
「
甘
味
」
「
酸

味
」「
塩
辛
味
」「
苦
み
」「
う
ま

味
」
の
5
つ
の
味
の
バ
ラ
ン
ス
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
減
塩
し
ょ
う
ゆ
の
塩
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私
ど
も
の
会
社
は
、
野
田
醤
油
株
式

会
社
と
し
て
大
正
6
年
に
設
立
さ
れ
、

今
年
で
創
業
86
年
目
を
迎
え
ま
す
。

千
葉
県
の
野
田
市
に
本
社
を
構
え
、

国
内
5
工
場
で
生
産
を
行
い
、
日
本
全

国
の
食
卓
に
し
ょ
う
ゆ
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
商
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

し
ょ
う
ゆ
は
「
日
本
の
食
文
化
の
代

表
選
手
」
と
い
う
感
じ
が
す
る
と
思
い

ま
す
が
、
昭
和
48
年
に
稼
動
を
開
始
し

た
ア
メ
リ
カ
の
工
場
を
は
じ
め
、
海
外

で
も
6
工
場
が
稼
動
し
、
世
界
1
0
0

カ
国
余
り
に
商
品
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

本
日
お
越
し
い
た
だ
い
た
千
歳
工
場

は
総
面
積
8
8,
8
2
2
ｍ
、
札
幌
ド
ー

ム
1
・
5
倍
の
敷
地
を
有
す
る
大
規
模

な
工
場
で
す
。
豊
か
な
大
地
に
育
ま
れ

た
北
海
道
産
の
小
麦
を
1
0
0
％
使
用

し
た
道
産
子
し
ょ
う
ゆ
作
り
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
北
海
道
全
域
に
商
品
の
出
荷
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

し
ょ
う
ゆ
の
全
国
需
要
は
年
間
1
0

0
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
も
な
り
ま
す
。

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
は
28
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

を
生
産
し
、
千
歳
工
場
は
そ
の
う
ち
の

2
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
。

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
で
は
お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
商
品
の
提
供
だ
け
で
な

く
、
地
域
と
の
共
生
も
大
切
な
テ
ー
マ

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
千
歳
工

場
で
は
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
キ

ッ
コ
ー
マ
ン
祭
り
」
や
「
少
年
サ
ッ
カ

ー
大
会
」
の
主
催
な
ど
、
企
業
市
民
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
地
域
に
貢
献

で
き
る
工
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
総
合
食
品
メ
ー
カ
ー
」
と
し
て
「
食
」

の
新
し
い
世
界
を
広
げ
る
。
こ
れ
が
私

達
の
目
指
す
企
業
像
で
す
。
ご
承
知
の

通
り
「
し
ょ
う
ゆ
」
が
当
社
の
顔
で
す

が
、
こ
の
他
に
も
皆
様
の
食
卓
を
彩
る

た
く
さ
ん
の
商
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

洋
風
調
味
料
と
し
て
お
な
じ
み
の
「
デ
リ

シ
ャ
ス
ソ
ー
ス
」
や
「
デ
ル
モ
ン
テ
　
ト
マ

ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
」。
こ
の
他
に
焼
酎
の
「
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
や
「
マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
」
な

ど
数
々
の
商
品
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

売
上
構
成
で
み
る
と
「
し
ょ
う
ゆ
」

が
47
％
、
本
み
り
ん
や
焼
酎
な
ど
の

「
酒
類
」
が
20
％
、
デ
ル
モ
ン
テ
の
「
飲

料
・
調
味
料
」
が
17
％
、
つ
ゆ
や
焼
肉

の
た
れ
な
ど
の
「
食
品
」
が
13
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

当
社
は
環
境
に
も
い
ち
早
く
取
り
組

み
を
開
始
し
ま
し
た
。
昭
和
45
年
に
公

害
対
策
委
員
会
を
設
置
。
昭
和
47
年
に

は
環
境
管
理
部
、
平
成
4
年
に
は
環
境

保
護
推
進
本
部
を
設
立
し
、
公
害
防
止

か
ら
環
境
保
護
へ
と
そ
の
歩
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

平
成
9
年
に
I
S
O
1
4
0
0
1
の

取
得
を
開
始
し
、
現
在
で
は
各
工
場
・

関
連
会
社
全
て
に
お
い
て
取
得
が
完
了

し
て
い
ま
す
。
平
成
11
年
に
は
環
境
会

計
を
導
入
す
る
な
ど
、
常
に
時
代
を
見

据
え
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
千
歳
工
場
も
平
成
11
年
に
I
S

O
1
4
0
0
1
を
取
得
。
ま
た
資
源
再

生
化
率
は
99
・
7
％
と
非
常
に
高
い
再

生
化
率
を
達
成
す
る
な
ど
、
環
境
へ
の

取
り
組
み
の
最
先
端
工
場
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

『
食
の
、
あ
た
ら
し
い
風
』。
こ
れ
が
私

達
の
企
業
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
環
境
と

調
和
さ
せ
な
が
ら
「
食
と
健
康
」
の
分

野
で
、
地
球
家
族
の
人
々
の
お
役
に
立

ち
た
い
と
願
い
、
常
に
お
客
様
の
立
場

に
た
っ
た
視
点
を
大
切
に
、
こ
の
風
を

吹
か
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
私
た
ち
は
、
毎
日
の
食
事
で
必
ず

と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
し
ょ
う
ゆ

を
使
い
ま
す
。
生
活
に
密
着
し
た
し
ょ

う
ゆ
の
原
料
に
つ
い
て
教
え
て
欲
し
い
。

Ａ
し
ょ
う
ゆ
の
原
料
は
、
大
豆
と
小

麦
、
そ
れ
に
食
塩
で
す
。
原
料
が

単
純
だ
か
ら
こ
そ
、
良
い
も
の
を
厳
選

し
な
い
と
、
た
ち
ま
ち
製
品
の
味
や
香

り
に
影
響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

私
た
ち
は
最
高
の
原
料
を
使
っ
た
し
ょ

う
ゆ
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
し
ょ
う
ゆ
の
製
造
方
法
を
簡

単
に
お
話
し
ま
す
。
ま
ず
、
大
豆
と
小

麦
に
熱
を
加
え
て
混
ぜ
合
わ
せ
、
こ
れ

に
麹
菌
（
こ
う
じ
き
ん
）
を
入
れ
、
し

ょ
う
ゆ
麹
を
作
り
ま
す
。
こ
の
「
し
ょ

う
ゆ
麹
」
に
食
塩
水
を
加
え
て
で
き
る

の
が
「
も
ろ
み
」。
こ
の
「
も
ろ
み
」
は

タ
ン
ク
の
中
で
約
6
〜
8
カ
月
間
発

酵
・
熟
成
さ
れ
ま
す
。
最
後
に
発
酵
・

熟
成
が
終
わ
っ
た
「
も
ろ
み
」
を
し
ぼ

る
と
、
し
ょ
う
ゆ
の
完
成
で
す
。

し
ょ
う
ゆ
作
り
に
適
し
た
大
豆
は
大

粒
で
ふ
っ
く
ら
と
し
て
い
て
、
黄
色
く

光
沢
が
あ
っ
て
完
熟
し
た
も
の
で
す
。

小
麦
は
窒
素
分
が
高
く
、
品
質
の
安
定

し
た
も
の
が
よ
い
。
こ
こ
千
歳
工
場
で

は
北
海
道
産
の
小
麦
と
ア
メ
リ
カ
な
ど

か
ら
輸
入
し
た
大
豆
を
使
っ
て
し
ょ
う

ゆ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

原
料
の
農
薬
使
用
に
つ
い
て
の
チ
ェ

ッ
ク
体
制
も
確
立
し
て
い
ま
す
。
輸
入

品
を
は
じ
め
原
料
の
仕
入
先
か
ら
、
農

薬
使
用
に
つ
い
て
の
分
析
値
を
提
出
し

て
も
ら
い
、
基
準
以
下
の
も
の
し
か
原

料
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

Q
&
A

2

第
62
回
（
北
海
道
6
月
20
日
）

「「
日日
本本
のの
味味
・・
しし
ょょ
うう
ゆゆ
をを

世世
界界
のの
味味
へへ
」」

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
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私
ど
も
の
事
業
活
動
の
考
え
方
を
キ
ー

ワ
ー
ド
的
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、「
成
熟

市
場
の
勝
ち
抜
き
を
目
指
し
て
、
企
業
グ

ル
ー
プ
の
価
値
拡
大
を
図
る
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ビ
ー
ル
は
1
9
8
0
年
代
か
ら
新
商
品

の
開
発
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
軸
に

競
争
が
激
し
く
な
り
、
90
年
代
に
か
け
て

市
場
は
拡
大
し
ま
し
た
が
、
記
録
的
な
猛

暑
で
あ
っ
た
94
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

じ
て
い
ま
す
。

ビ
ー
ル
の
消
費
量
が
落
ち
る
一
方
で
、

発
泡
酒
「
麒
麟
淡
麗
〈
生
〉」
を
発
売
し

た
98
年
を
境
に
、
発
泡
酒
が
勢
い
良
く
伸

び
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
私
ど
も
の
事
業
へ

の
取
り
組
み
を
2
0
0
0
年
に
策
定
し
た

中
期
経
営
計
画
「
K
G
21
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
「
将
来
の
た
め

の
効
率
性
向
上
」
と
「
企
業
価
値
の
拡
大
」

の
2
つ
の
パ
ー
ト
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

第
1
の
「
効
率
性
向
上
」
で
は
、
大
き

な
取
り
組
み
と
し
て
国
内
15
工
場
体
制
を

11
工
場
に
再
編
成
し
ま
し
た
。

2
つ
め
の
「
企
業
価
値
の
拡
大
」
で
す

が
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
我
々
は
、

総
合
酒
類
事
業
、
グ
ル
ー
プ
経
営
、
事
業

の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
と
い
う
3
つ
の
柱
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
始
め
に
、
な
ぜ
総
合
酒
類
事
業
を

目
指
す
の
か
を
ご
説
明
し
ま
す
。
ア
ル
コ

ー
ル
の
消
費
量
は
21
世
紀
に
入
っ
て
減
少

に
転
ず
る
見
通
し
で
す
が
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

別
に
見
る
と
、
消
費
量
が
伸
び
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
日
本
酒
、
ハ
ー
ド
リ
カ

ー
は
減
る
一
方
、
焼
酎
、
ワ
イ
ン
は
伸
び

て
い
ま
す
。
ビ
ー
ル
は
減
少
傾
向
に
あ
る

と
言
い
ま
し
た
が
、
発

泡
酒
は
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ

て
は
、
成
長
が
見
込
め

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
お
酒
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
垣
根
を
取
り

払
い
、
お
客
様
の
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
シ
ー
ン
に

合
っ
た
、
豊
か
さ
と
楽

し
さ
を
提
案
す
る
総
合

酒
類
事
業
を
展
開
し
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
に

し
た
の
で
す
。

次
に
キ
リ
ン
の
グ
ル

ー
プ
経
営
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
単
体
を
中
心
に

し
て
き
た
体
制
を
見
直

し
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
力
を
強
め
て
い
こ

う
と
い
う
考
え
方
で
す
。
グ
ル
ー
プ
の
事

業
は
コ
ア
事
業
、
コ
ア
関
連
事
業
、
多
角

化
事
業
に
再
編
し
て
い
ま
す
。

コ
ア
事
業
は
ビ
ー
ル
、
発
泡
酒
、
洋
酒
、

そ
の
他
酒
類
の
総
合
酒
類
事
業
に
加
え
、

清
涼
飲
料
な
ど
の
飲
料
事
業
や
小
岩
井
乳

業
・
米
久
な
ど
食
品
事
業
を
含
み
ま
す
。

コ
ア
関
連
事
業
は
コ
ア
事
業
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
も
の
で
、
物
流
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
、
外
食
事
業
、
不
動
産
事
業
と
い
っ

た
事
業
が
含
ま
れ
ま
す
。

Ｑ
環
境
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
容

器
の
面
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
。

Ａ
弊
社
の
容
器
の
多
く
が
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
リ
ユ
ー

ス
の
観
点
か
ら
、
1
升
ビ
ン
を
も
っ
と

お
客
様
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
が
、
年
々
そ
の
使
用
量
が
減
っ
て
き

て
い
ま
す
。

一
方
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

で
す
が
、
地
道
な
取
り
組
み
の
成
果
と

し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
こ
こ
数
年
増

加
し
て
き
て
い
ま
す
。

ビ
ン
を
再
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

と
て
も
よ
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
同
時

に
短
所
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
ビ
ン
の
洗
浄
に
大
量
の
水
を
使

い
ま
す
。
か
っ
て
雨
が
あ
ま
り
降
ら
ず

水
不
足
に
な
っ
た
と
き
、
某
ビ
ー
ル
メ

ー
カ
ー
に
は
行
政
か
ら
ビ
ン
の
使
用
を

控
え
る
よ
う
に
と
い
う
話
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ビ
ン
の
両
方
と
も

長
所
・
短
所
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
環

境
に
と
っ
て
何
が
最
適
な
の
か
を
常
に

考
え
て
、
使
用
す
る
容
器
を
選
択
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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第
63
回
（
岡
山
7
月
17
日
）

「「
品品
質質
本本
意意
」」

ー
最
高
の
品
質
を
お
客
様
へ

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社
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分
は
、
通
常
の
し
ょ
う
ゆ
の
2
分
の
1

程
度
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
し
ょ
う
ゆ

の
味
を
構
成
す
る
5
つ
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
通
常

の
し
ょ
う
ゆ
に
比
べ
て
、
味
と
し
て
不

利
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
品
質

改
良
な
ど
に
よ
り
、
お
客
様
に
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
味
作
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
し
ょ
う
ゆ
の
消
費
量
が
減
少
し
て

い
る
と
聞
い
た
が
、
そ
の
対
策
は

何
か
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
家
族
3
人
の
家
庭
に
お
け
る
し
ょ
う

ゆ
の
消
費
量
は
、
1
カ
月
で
約
1
リ

ッ
ト
ル
弱
。
1
人
あ
た
り
に
換
算
す
る
と

1
年
間
で
約
8
リ
ッ
ト
ル
を
消
費
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
家
庭

で
消
費
し
て
い
る
量
は
約
4
割
、
外
食
な

ど
で
約
6
割
が
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
場
全
体
と
し
て
こ
こ
10
年
間
、
売
上

は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

い
わ
ゆ
る
「
し
ょ
う
ゆ
」
と
い
う
形
で
の

消
費
量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

代
わ
り
、
し
ょ
う
ゆ
を
ベ
ー
ス
に
し
た

「
つ
ゆ
」
や
「
焼
肉
の
た
れ
」
が
「
し
ょ

う
ゆ
」
そ
の
も
の
に
比
べ
て
、
だ
ん
だ
ん

と
消
費
量
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
で
す
の

で
、
ト
ー
タ
ル
で
の
消
費
量
は
変
わ
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
高
齢
化
社

会
に
対
応
し
た
商
品
を
提
供
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
塩
分
を

気
に
さ
れ
る
方
へ
の
「
お
い
し
い
」
減

塩
し
ょ
う
ゆ
の
提
案
は
大
き
な
テ
ー
マ

で
す
。
塩
分
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
る
味

に
対
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
外
へ
も
積
極
的
に
進
出
し

て
、
世
界
全
体
で
の
し
ょ
う
ゆ
の
消
費

量
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
粉
末
の
し
ょ
う
ゆ
は
あ
る
の
か
。

Ａ
日
米
と
も
に
生
産
を
し
て
い
ま
す
。

例
例
え
ば
日
本
と
同
様
ア
メ
リ
カ

で
も
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
は
人
気
食
品

で
す
。
こ
れ
ら
の
製
品
に
粉
末
の
し
ょ

う
ゆ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

で
の
総
生
産
量
の
約
10
％
が
粉
末
し
ょ

う
ゆ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
し
ょ
う
ゆ
の
最
適
な
保
存
に
つ
い

て
教
え
て
欲
し
い
。

Ａ
し
ょ
う
ゆ
は
長
い
間
保
存
し
て

も
、
腐
敗
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ペ
ッ
ト
容
器
な
ら
、
直
射
日
光

の
当
た
ら
な
い
低
温
の
場
所
に
置
い
て

お
け
ば
、
1
〜
1
年
半
は
全
く
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
1
度
栓
を
あ
け

た
し
ょ
う
ゆ
は
1
カ
月
く
ら
い
で
使
っ

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

賞
味
期
限
が
過
ぎ
た
ら
使
え
な
い
の

か
と
い
う
お
問
合
せ
を
よ
く
い
た
だ
き

ま
す
が
、
賞
味
期
限
と
い
う
の
は
「
本

来
の
美
味
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け

る
期
間
」
の
目
安
で
す
の
で
、
期
間
を

過
ぎ
た
ら
た
だ
ち
に
食
用
に
は
適
さ
な

い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
い
つ

ま
で
食
べ
ら
れ
る
か
と
い
う
と
、
保
存

の
状
態
な
ど
に
よ
っ
て
も
、
変
化
の
仕

方
は
大
き
く
変
わ
る
の
で
一
律
の
期
限

は
設
定
で
き
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
は
賞

味
期
限
内
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く

の
が
良
い
よ
う
で
す
。

出席者の感想から

ホームページなどで、商品を「安
全に清潔に作っています」と消費
者に伝えられても「本当に？」と
いう思いが絶えずつきまとうも
の。今回のような懇談会は、キッ
コーマンの社員の方が直接お話し
くださることにより、話している
内容以上に消費者がいろいろと感
じ取ることが出来る本当に良い機
会だった。

●

健康、食の安全などに対する意識
が高くなっている現在、企業の方
たちのご努力も並大抵ではないと
思うが、消費者の立場に立った商
品開発をこれからも進めていただ
きたい。

●

企業の方にお願いしたいのが、安
全だという広報活動の強化。国の
基準すら知らない私のような消費
者に理解できるような広報活動が
広まれば、企業側にも消費者側に
も良い結果をもたらすのではない
か。

●

環境報告書はホームページのみの
閲覧で、紙での印刷は行なってい
ないとのことで、感心した。今後、
各企業が取組んでいく方向ではな
いだろうか。

●

今まで、色々な工場見学に参加し
たが、キッコーマンの工場が一番
工場の隅々まで清掃が行き届いて
いたと思う。自動販売機の横には、
燃えるゴミ、燃えないゴミ、アル
ミ缶、スチール缶入れと、4つの
分別箱が設置されていたのにも感
心した。
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Ｑ
発
泡
酒
市
場
の
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
。

Ａ
去
年
も
発
泡
酒
の
酒
税
を
ビ
ー
ル

並
み
の
酒
税
に
上
げ
る
こ
と
が
騒

が
れ
ま
し
た
。
今
、
酒
税
が
安
い
分
だ
け

お
客
様
に
還
元
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

発
泡
酒
の
酒
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
れ
ば
、

価
格
に
反
発
さ
れ
る
お
客
様
も
出
て
く
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

今
の
ま
ま
の
税
率
で
い
け
ば
、
発
泡
酒

の
シ
ェ
ア
は
今
年
40
％
を
超
え
る
の
で
は

な
い
か
と
、
個
人
的
に
は
思
い
ま
す
。

発
泡
酒
も
初
め
て
登
場
し
た
94
年
当
時
に
比

べ
る
と
非
常
に
品
質
が
よ
く
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
「
酒
税
を
除
い
て
、
単
価
が
同
じ

で
あ
れ
ば
、
あ
な
た
は
発
泡
酒
を

選
び
ま
す
か
、
ビ
ー
ル
を
選
び
ま
す
か
？
」

と
い
う
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー

チ
を
や
っ
て
い
る
か
。

Ａ
当
社
単
独
で
は
そ
う
い
う
設
問
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
リ
サ
ー
チ
は
、
や
は
り
価
格
と
味
が
中

心
で
す
。
消
費
者
に
は
い
ろ
い
ろ
な
先
入

観
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
ら
辺

の
と
こ
ろ
を
こ
の
商
品
で
ど
う
感
じ
ら
れ

た
か
を
調
査
す
る
こ
と
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

リ
サ
ー
チ
の
中
心
課
題
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

Ｑ
御
社
の
新
商
品
「
キ
リ
ン
チ
ュ
ー
ハ

イ
氷
結
」
が
お
い
し
い
。
こ
れ
は
限

り
な
く
果
実
酒
に
近
い
感
じ
に
仕
上
が
っ

て
い
る
と
思
う
。
女
性
で
も
す
っ
と
飲
め

る
チ
ュ
ー
ハ
イ
が
売
れ
る
と
判
断
し
て
、

商
品
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
チ
ュ
ー
ハ
イ
と
い
う
名
前
を
つ
け
て

い
ま
す
が
、
私
ど
も
の
「
氷
結
」
の

原
料
は
ウ
オ
ッ
カ
で
す
。
焼
酎
は
使
っ
て

い
ま
せ
ん
。
焼
酎
も
ウ
オ
ッ
カ
も
基
本
的

に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
白
樺
活
性
炭
で

ろ
過
し
て
い
る
も
の
が
ウ
オ
ッ
カ
で
す
。

果
実
酒
に
近
い
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
我
々
が
作
っ
て
い
る
の
は
、
長

期
間
果
実
の
エ
キ
ス
を
ア
ル
コ
ー
ル
に
抽

出
し
た
飲
み
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
果
汁

を
氷
結
さ
せ
た
天
然
ク
リ
ア
ス
ト
レ
ー
ト

果
汁
を
使
用
し
て
作
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
ウ
オ
ッ
カ
な
ど
を
果
汁
で
割

っ
て
、
清
涼
感
を
求
め
て
飲
む
よ
う
な
飲

み
物
が
非
常
に
注
目
を
浴
び
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
そ
こ
を
開
拓
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
る
か
。

Ａ
炭
酸
ガ
ス
の
排
出
量
に
つ
い
て
は

官
庁
へ
の
報
告
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
環
境
報
告
書
に
は
掲
載
し
て
い
ま

す
。
私
ど
も
も
回
収
す
る
努
力
を
継
続
し

て
お
り
、
岡
山
工
場
で
は
年
間
3
3
0
0

ト
ン
程
度
を
回
収
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。（
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
（
株
）
全
体
で
は

1
1
0
0
0
ト
ン
回
収
）

Ｑ
先
ほ
ど
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
工
場

の
庭
に
ホ
タ
ル
が
出
る
と
い
う
こ

と
を
聞
い
た
。
こ
の
近
辺
は
昔
は
ホ
タ
ル

が
い
っ
ぱ
い
い
た
が
、
最
近
全
然
見
な
く

な
っ
た
。
こ
こ
で
見
ら
れ
る
と
聞
い
て
う

れ
し
か
っ
た
。

ま
た
、
岡
山
で
は
戦
前
か
ら
麦
を
植

え
て
お
り
、
最
近
で
は
ビ
ー
ル
麦
も
植

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
岡
山
産
の
麦
は

御
社
で
は
ど
の
く
ら
い
使
っ
て
い
る
の

で
す
か
。

Ａ
ホ
タ
ル
の
幼
虫
は
、
カ
ワ
ニ
ナ
を
餌

に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
カ
ワ
ニ
ナ
の

餌
が
セ
リ
と
か
ク
レ
ソ
ン
な
ど
で
す
。

こ
の
池
で
セ
リ
や
ク
レ
ソ
ン
を
育
て
、

カ
ワ
ニ
ナ
が
近
く
の
川
で
大
分
増
え
て
き

た
の
で
、
ホ
タ
ル
の
幼
虫
を
放
し
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
は
今
年
の
5
月
中
旬
か
ら
飛
び
始

め
ま
し
た
。こ
れ
は
去
年
い
た
だ
い
た
幼
虫

を
放
し
た
も
の
で
、
今
年
、
来
年
と
2
回
ぐ

ら
い
幼
虫
を
放
せ
ば
、
サ
イ
ク
ル
が
う
ま

く
い
く
と
思
い
ま
す
。

麦
は
、
ビ
ー
ル
、
発
泡
酒
の
原
料
と
し

て
大
量
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

ー
の
思
想
を
も
と
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
発
泡
酒
と
ビ
ー
ル
は
ど
こ
が
違
う

の
か
。
発
泡
酒
は
口
当
た
り
が
何

と
な
く
柔
か
く
て
区
別
は
つ
く
が
、
製
造

工
程
な
ど
違
い
を
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
。Ａ

基
本
的
な
つ
く
り
方
は
全
く
同
じ

で
す
。
何
が
違
う
か
と
い
う
と
、

原
料
の
配
合
に
お
け
る
麦
芽
の
量
で
す
。

日
本
の
酒
税
で
決
め
ら
れ
て
い
る
原
料
の

麦
芽
が
、
ビ
ー
ル
の
場
合
は
3
分
の
2
以

上
で
、
発
泡
酒
は
そ
れ
未
満
で
す
。
例
え

ば
、
一
番
酒
税
の
安
い
も
の
は
麦
芽
が

25
％
未
満
で
す
。

ビ
ー
ル
の
場
合
、
1
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
22

万
2
0
0
0
円
の
酒
税
を
国
税
庁
に
払
っ

て
い
ま
す
。
発
泡
酒
の
一
番
税
金
の
安
い

も
の
は
10
万
5
0
0
0
円
。

ビ
ー
ル
と
発
泡
酒
は
製
造
方
法
は
同
じ

で
す
が
、麦
芽
、
大
麦
、
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
、

米
な
ど
の
原
料
の
配
合
の
比
率
、
仕
込
み

に
お
け
る
の
温
度
や
時
間
の
条
件
、
酵
母

エ
キ
ス
の
使
い
方
、
発
酵
の
温
度
の
調
節

の
仕
方
な
ど
を
微
妙
に
、
調
整
し
て
い
ま

す
。
香
味
の
特
徴
を
出
す
た
め
の
製
造
条

件
の
微
小
な
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
を
持
た
せ
て
お
り
ま
す
。
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さ
ら
に
、
将
来
に
向
か
っ
て
の
新
し
い

成
長
の
種
に
な
る
べ
く
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
多
角
化
事
業
は
、
医
薬
事
業
、
ア
グ

リ
バ
イ
オ
事
業
、
機
能
食
品
事
業
な
ど
か

ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
将
来
に
向
け

て
の
事
業
展
開
に
は
一
つ
の
共
通
点
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
ビ
ー
ル
で
培
っ
た
技

術
を
も
と
に
、
そ
の
強
み
を
生
か
せ
る
事

業
分
野
を
開
拓
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
の
中
に
は
、
微
生
物
管
理
や
酵
母
の
培

養
技
術
か
ら
派
生
し
た
バ
イ
オ
技
術
、
遺

伝
子
組
み
換
え
技
術
を
活
用
し
た
医
薬
事

業
、
ア
グ
リ
バ
イ
オ
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

医
薬
事
業
で
は
現
在
、
腎
性
貧
血
の
治

療
薬
エ
ス
ポ
ー
と
、
ガ
ン
の
化
学
療
法
を

受
け
る
と
減
少
す
る
白
血
球
の
一
種
で
あ

る
好
中
球
を
増
加
さ
せ
、
さ
ら
に
そ
の
機

能
を
高
め
る
グ
ラ
ン
の
2
つ
が
、
主
力
商

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
腎
臓
、
ガ
ン
、
免

疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
を
重
点
領
域
と
し
、
将
来

に
は
細
胞
医
療
事
業
、
ヒ
ト
抗
体
事
業
に

焦
点
を
当
て
て
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

ア
グ
リ
バ
イ
オ
事
業
で
は
、
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
栽
培
技
術
を
駆
使
し
て
、

花
卉
、
種
苗
の
生
産
・
販
売
な
ど
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
ほ
ふ
く
性
ペ
チ
ュ
ニ
ア
は

世
界
シ
ェ
ア
が
60
％
。
キ
ク
、
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
も
25
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

機
能
食
品
事
業
で
は
、
醸
造
で
培
っ
た

酵
母
技
術
、
バ
イ
オ
技
術
を
活
用
し
て
、

優
位
性
あ
る
商
品
を
開
発
す
る
事
業
展
開

を
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
に
つ
い
て

お
話
し
す
る
と
、
洋
酒
部
門
で
は
昨
年
、

バ
ー
ボ
ン
の
フ
ォ
ア
ロ
ー
ゼ
ズ
の
全
世
界

で
の
事
業
権
を
取
得
し
ま
し
た
。

ビ
ー
ル
部
門
で
は
、
1
9
9
8
年
に
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ビ
ー
ル
会
社
ラ
イ
オ
ン
ネ

イ
サ
ン
を
買
収
し
、
今
年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

サ
ン
ミ
ゲ
ル
社
に
15
％
資
本
参
加
。ま
た
、

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
自
体
、
中
国
広
東
省
の
殊

海
に
ビ
ー
ル
工
場
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
拠
点
の
活
動
を
統
合
し
て
、

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
を
象
徴
す
る

も
の
と
し
て
、
昨
年
11
月
「
新
キ
リ
ン
宣

言
」
を
荒
蒔
社
長
が
出
し
ま
し
た
。
骨
子

は
4
つ
。
第
1
は
企
業
活
動
を
「
お
客
様

本
位
」「
品
質
本
位
」
の
観
点
か
ら
総
点

検
す
る
こ
と
。
第
2
は
ビ
ー
ル
・
発
泡
酒

を
軸
と
し
た
総
合
酒
類
事
業
へ
の
拡
大
。

第
3
に
グ
ル
ー
プ
シ
ナ
ジ
ー
の
追
求
。
そ

し
て
第
4
に
、
こ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
キ
リ
ン
社
内
の
風

土
を
自
由
闊
達
な
も
の
に
変
え
て
い
く
、

そ
の
た
め
に
若
手
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
以
上
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
宣
言
と
し
て
い
ま
す
。

21
世
紀
に
絶
対
勝
ち
残
る
決
意
の
も
と

に
、
成
長
を
つ
づ
け
る
企
業
グ
ル
ー
プ
を

目
指
し
て
い
る
の
が
現
在
の
キ
リ
ン
で
す
。

Ｑ
な
ぜ
、ビ
ー
ル
で
ボ
ト
ル
の
形
を
し

た
ア
ル
ミ
缶
を
発
売
し
て
い
る
の

か
。ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
比
べ
て
何
が
メ
リ

ッ
ト
な
の
か
。回
収
性
は
ど
う
な
の
か
？

Ａ
ア
ル
ミ
の
場
合
、
冷
え
や
す
い
と

い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
手
で
持
っ
た
と
き
に
温
度
が
伝
わ
り

や
す
い
。
ア
ル
ミ
の
ボ
ト
ル
缶
は
リ
サ
イ

ク
ル
性
に
は
優
れ
て
い
ま
す
。
丸
い
形
の

ま
ま
で
回
収
で
き
ま
す
。

Ｑ
御
社
に
は
商
品
開
発
や
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
分
野
で
、
女
性
の
管
理
職

は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
。
女
性
は
工
場

見
学
の
ガ
イ
ド
だ
け
し
か
い
な
い
の
か
。

女
性
か
ら
の
視
点
、
意
見
は
重
要
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
一
つ
に

し
て
も
、
男
の
人
が
ビ
ー
ル
を
バ
ー
ッ
と

飲
め
ば
い
い
と
い
う
時
代
は
そ
ろ
そ
ろ
終

わ
り
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
。

Ａ
女
性
の
管
理
職
は
最
近
、
徐
々
に

で
す
け
れ
ど
も
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
本
的
に
女
性
と
男
性
の
差
は
あ

り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
私
ど
も
全
国
に
工
場
だ
け
で
も

11
、
支
社
や
販
売
部
門
で
は
50
を
超
え
る

Q
&
A

拠
所
が
あ
り
ま
す
。
転
勤
の
対
象
に
な
る

地
域
が
全
国
に
ま
た
が
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
傾
向
と
し
て
、
ど
う
し
て
も
女
性
の

方
は
転
勤
を
好
ま
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
女
性
管
理
職
は

間
違
い
な
く
増
え
て
お
り
、
私
ど
も
広
報

部
に
も
お
り
ま
す
。

ガ
イ
ド
で
す
が
、
私
ど
も
は
プ
ロ
の
サ

ー
ビ
ス
を
要
求
し
ま
す
の
で
、
ガ
イ
ド
を

専
門
に
手
が
け
て
い
る
関
連
会
社
か
ら
の

派
遣
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
客
様
に
日
ご

ろ
か
ら
接
す
る
プ
ロ
の
接
遇
を
要
求
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
雇
用
体
系
も
別
枠
で
考

え
て
い
ま
す
。

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
や
は
り
女
性
の

感
性
は
商
品
開
発
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

要
素
で
あ
る
こ
と
は
、
私
ど
も
重
々
承
知

し
て
い
ま
す
。
開
発
チ
ー
ム
の
中
に
は
女

性
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
今
年

発
売
し
て
話
題
と
な
っ
た「
キ
リ
ン
極
生
」

や
「
淡
麗
グ
リ
ー
ン
ラ
ベ
ル
」
は
、
女
性

の
感
性
で
作
っ
た
商
品
で
す
。

Ｑ
障
害
者
の
雇
用
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

Ａ
当
工
場
に
も
障
害
者
は
何
人
か
お

り
、
法
定
雇
用
率
以
上
の
採
用
を
し

て
い
ま
す
。
障
害
者
雇
用
は
非
常
に
大
事

な
こ
と
と
捉
え
て
い
ま
す
の
で
、
新
し
く

つ
く
る
設
備
に
つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
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●
私
は
か
な
り
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
電
化
製
品
、
衣
類
、
書
籍
、

C
D
等
、
子
供
の
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
や
ベ
ビ
ー

カ
ー
も
お
下
が
り
で
す
。
最
初
は
と
ま
ど

い
ま
し
た
が
、
使
っ
て
み
る
と
中
古
で
十

分
だ
と
思
い
ま
し
た
。
利
用
し
な
い
理
由

に
「
保
障
制
度
が
不
十
分
」
と
い
う
の
が

あ
り
ま
し
た
が
、
な
る
ほ
ど
と
思
う
反
面
、

保
障
制
度
が
つ
く
と
値
段
も
高
く
な
り
そ

う
だ
と
思
い
ま
し
た
。（
20
歳
代
・
女
性
）

●
古
い
電
化
製
品
を
長
い
期
間
使
う
こ
と

に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰
消
費
や
環

境
へ
の
悪
影
響
と
い
っ
た
状
況
も
発
生
し

て
し
ま
う
。
新
し
く
開
発
さ
れ
た
部
品
に

一
部
取
り
替
え
る
だ
け
で
、
古
い
も
の
が

蘇
る
の
が
理
想
だ
と
思
う
。
ゴ
ミ
は
最
小

限
に
し
、
か
つ
環
境
へ
は
や
さ
し
く
あ
る

べ
き
だ
。

（
20
歳
代
・
男
性
）

●
法
律
や
制
度
に
対
し
て
意
識
が
高
く
好

感
が
持
て
た
。
広
報
が
十
分
効
果
を
あ
げ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
社

会
を
目
指
す
べ
く
、
社
会
と
家
庭
に
働
き

か
け
て
欲
し
い
。

（
30
歳
代
・
男
性
）

●
私
も
最
近
テ
レ
ビ
を
買
い
替
え
ま
し
た

が
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
や
運
搬
料
が
販
売
店

に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
で
困
惑
し
ま
し
た
。

料
金
ま
で
法
律
で
決
め
て
し
ま
う
わ
け
に

は
い
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

（
30
歳
代
・
男
性
）

●
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
施
行
さ
れ

て
1
年
。
着
実
に
消
費
者
へ
浸
透
し
つ
つ

あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
よ
り
使
い
勝
手

の
よ
い
制
度
と
な
る
よ
う
に
、
企
業
の
修

理
部
門
の
充
実
や
品
質
保
証
な
ど
の
仕
組

み
作
り
（
例
え
ば
中
古
自
動
車
の
よ
う
に

修
理
履
歴
が
明
確
に
表
示
さ
れ
て
い
る
等
）

を
、
企
業
、
行
政
と
と
も
に
考
え
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
製
品
を
大
切
に
し
、
故
障
し
た
ら
修
理

し
て
、
永
く
使
用
す
る
と
い
う
当
り
前
の

行
動
が
い
つ
し
か
失
わ
れ
、
安
易
な
使
い

捨
て
と
、
新
品
へ
の
交
換
が
日
常
的
に
な

っ
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
原
因
は
企
業

の
コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
と
、
こ
れ
に
乗
っ
た

消
費
者
の
意
識
の
変
化
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
消
費
者
に
も
企

業
に
も
反
省
を
促
し
、
意
識
改
革
を
も
た

ら
し
た
と
思
い
ま
す
。
（
70
歳
代
・
男
性
）

●
今
後
の
日
本
が
心
配
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
何
か
明
る
い
日
本
経
済
の
話
題
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
ア
メ
リ
カ
経
済
も
最
近

暗
い
話
題
が
多
い
が
、
ア
メ
リ
カ
経
済
と

の
関
連
性
に
つ
い
て
も
知
り
た
か
っ
た
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
少
し
前
ま
で
あ
れ
だ
け
言
わ
れ
て
い

た
金
融
機
関
の
不
良
債
権
削
減
の
声
が
、

最
近
あ
ま
り
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
。
2

0
0
2
年
決
算
を
な
ん
と
か
無
事
乗
り

越
え
た
こ
と
な
ど
で
、
政
府
・
金
融
機
関

に
全
く
危
機
感
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

ど
う
も
日
本
人
の
危
機
感
は
一
過
性
で

あ
り
、
何
か
問
題
が
起
き
な
い
と
先
延

ば
し
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

●
連
日
の
よ
う
に
”
デ
フ
レ
“
と
い
う
言

葉
を
目
に
し
、
耳
に
し
ま
す
。
し
か
し
、

私
個
人
の
さ
さ
や
か
な
力
を
、
ど
ん
な

風
に
生
か
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
安
い

物
を
買
う
こ
と
が
ど
ん
な
経
済
効
果
を

生
む
の
か
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
日
本
の
現
状
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し

た
。
た
だ
、
高
齢
者
が
資
産
を
使
わ
な
い

理
由
の
一
番
は
、
将
来
へ
の
不
安
や
政
治

に
対
す
る
不
信
感
で
あ
る
と
思
う
。
現
状

以
上
に
文
化
や
遊
び
に
お
金
を
使
う
と
は

思
え
ま
せ
ん
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
子
供
に
資
産
を
残
す
こ
と
は
な
い
、
大

い
に
老
後
を
楽
し
も
う
と
海
外
旅
行
を
年

3
回
し
て
き
た
が
、
考
え
が
変
わ
っ
て
き

た
。
子
供
た
ち
が
い
つ
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
る

か
不
安
で
、
出
費
を
抑
え
始
め
た
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

ア
ン
ケ
ー
ト

「
リ
サ
イ
ク
ル
と

リ
ユ
ー
ス
の
概
要
」
に
つ
い
て

『ネットワーク通信NO.13夏号』を読んで『ネットワーク通信NO.13夏号』を読んで

「
識
者
と
語
る
論
談
倶
楽
部
」
に

つ
い
て
（
大
阪
4
月
19
日
）

「社会広聴会員」からのご意見・ご感想
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岡
山
産
の
大
麦
は
、
事
情
が
あ
っ
て
今

年
は
使
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
来
年
は
ぜ

ひ
使
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
水
も
含
め
て
使
用
し
て
い
る
原
材

料
の
安
全
性
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

ま
た
、
遺
伝
子
組
み
換
え
に
つ
い
て
も
聞

き
た
い
。

Ａ
天
然
の
麦
芽
と
か
ホ
ッ
プ
は
、
全

数
検
査
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
輸

入
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
抜
き
取
り
検
査
を
し

て
い
ま
す
。

食
品
の
安
全
面
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県

に
あ
る
食
品
安
全
セ
ン
タ
ー
で
農
薬
関
係

の
分
析
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
部
は

公
的
な
機
関
に
出
し
て
検
査
し
て
い
ま
す
。

水
に
関
し
て
も
、
農
薬
や
毒
物
に
つ
い

て
の
検
査
を
定
期
的
に
、
同
じ
場
所
で
分

出席者の感想から

普段は現場の方（営業の方など）
とも接する機会がなく、酒屋さん
やスーパーで買う「もの」として
しか捉えていなかったが、今回懇
談会に参加して、キリンビールの
姿勢が良く分かった。

●

キリンビールという企業は歴史が
古く、保守的な会社だろうと先入
観を抱いていたが、時代の変化と
ともに、オートメーション化、対
外的なオープンカンパニー志向へ
の変換と、あらゆる施策を構築さ
れている様子が見えた。
工場長始め、幹部の人達の対応も
爽やかでとても気持ちのよい一日
を過ごさせていただいた。

●

会の印象としては、参加者の皆さ
んが、それぞれ「目的意識」を持
って臨まれており、その熱心さに
感心した。
こうした「懇談会」を今後も数多
く企画開催されることで、企業と
生活者の双方向の意思疎通が生ま
れ、そこから「企業としても生き
抜くノウハウ、生活者としても人
生を生き抜くノウハウ」の蓄積が
なされると思う。

●

会食の時間まで含めて今回ほど熱
心に意見交換できた会はなかっ
た。特に会食事にご一緒したキリ
ンビールの方の真摯で丁寧、かつ
誠実な説明に、企業イメージが随
分変わった。人間性、企業モラル
を失った消費者を裏切る食品関連
の事件が多発している昨今だけ
に、ホッとする交流だった。

析
し
て
い
ま
す
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
原
料
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
米
国
で
分

析
を
し
て
、
遺
伝
子
組
み
換
え
の
な
い
と
い
う
証
明
を
得

た
も
の
だ
け
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
工
場
敷
地
の
緑
化
や
植
林
な
ど
の
環
境
投
資
額
は
い

く
ら
か
。
岡
山
工
場
環
境
会
計
実
績
に
よ
る
と
、
年

間
支
出
額
は
3
2
0
0
万
円
だ
が
、
初
期
投
資
を
含
め
た

額
を
聞
き
た
い
。

Ａ
キ
リ
ン
全
社
の
設
備
投
資
の
中
で
の
環
境
投
資
は
、

手
元
の
デ
ー
タ
で
2
0
0
1
年
度
は
42
億
円
ぐ
ら

い
。
全
社
的
に
環
境
報
告
書
を
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
て
、

各
工
場
ご
と
に
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
を
整
理
す
る
中
で
、

環
境
関
係
に
つ
い
て
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
中
で
す
。

岡
山
工
場
に
関
し
て
は
、
今
回
の
工
事
の
費
用
は
3
0
0

億
円
ぐ
ら
い
で
、少
な
く
と
も
そ
の
10
％
以
上
は
環
境
を
意

識
し
て
使
っ
た
お
金
と
言
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
　
専
門
研
究
員
山
田
俊
彦
）
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